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．  

横浜国立大学は、神奈川県に研究 を する 業、研究所、自 体 との

化を目 として、 に開かれた 学 シン ジウ である「 研究イノ

ーション シン ジウ 」を 年実 している。 

年度のシン ジウ では、人々に かさをもたらすスマート社会、S 0

という ビジョンを取り上げ、ビジョン実現の として「 業の ノ をサ

ービスに える」というシナリオを した。 

今年度は、その後の S 0 の大きな の高まりを けて、さらに一

み込んだ 言を行うこととし、 のシン ジウ を開 した。 

 

 

研究イノ ーション シン ジウ 01  

ヘルスケアのために大学と が する 

S 0 実現に向けた横浜国立大学の もう一つの 言  

 

 

国立大学 人横浜国立大学 

 

後援 

神奈川県 

横浜 経済  

川  

立行 人神奈川県立産業技術総合研究所 

会社横浜 行 

 

日時 

01 年 11 日（ ） 1 00 1 00 

 

所 

はま ん ールヴィアマーレ（横浜 みなとみらい 1） 

 

．   

本シン ジウ の開 は、以 の通りとした。 

 

 

私 、横浜国立大学は 年度のシン ジウ において、人々に かさをもたら
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す スマート社会、S 0 という ビジョンを実現する として、「

業の ノ をサービスに える」というシナリオを した。 

ICT（ 通 コ ケーション）、人 能、ロボットを に、実

とサイ ー 間をつな 「C S（サイ ーフィジカルシステ ）」を実現するこ

とで、あら る ノ がサービス化され、新たな産業が生まれてくるシナリオ

である。 

 

では、その後の動きはどうなっているのか。 ビリティの分野では、 と を

C S で一つにつなげることで、自動 やカーシェアに え、 通 や など

の 分野の新たなサービスまで されるようになってきた。エ ル ー、ヘル

スケア、さらには大 インフラの分野でも 様な動きが拡がっている。 

 

そこで、こうした 化に 応す く、今年度のシン ジウ では、さらに一

み込んだ 言を行うこととした。S 0 を実現する分野として「ヘルスケ

ア」、そのための 組みとして「大学と の 」に 目し、神奈川に S 0

を していく を する。 

シン ジウ では、 にヘルスケアを る の動向を し、本学の み

であるロボット、もの くり、イノ ーションなどの研究とヘルスケアとの わ

りを 明する。その上で、これらの特 を活かし、ヘルスケアのために大学と

が本 で していく 組みや を する。 

 

．２ プロ  

本シン ジウ のプロ ラ は、以 の通りとした。 

 

 

1 00 1 10 開会  

横浜国立大学 学長 長 一 

 

一  と本 で するための 横浜国立大学の  

1 10 1 0 ビジョン 

横浜国立大学 研究 進機  産学 進  長   

 

 ヘルスケア、 、そして 横浜国立大学の み  

1 0 1 00 「 」とヘルスケア 

「神奈川県の 0 年の科学技術 から する イノ ーション エコシ

ステ 」 
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神奈川県 ヘルスケア ーフロンティア 進本  野義  

先 医療産業 ループリーダー 

神奈川県 イノ ーション エコシステ 形成プロ ラ  

業プロデ ーサー 

1 00 1 0 「ロボット」とヘルスケア 

「リアルハプティクスが拓く 医療」 

横浜国立大学 大学 学研究   野 通 

1 0 1 00 「もの くり」とヘルスケア 

「 代もの くりによる医療ヘルスケア イノ ーション」 

横浜国立大学 大学 学研究    

もの くりライフイノ ーション研究  長 

1 00 1 0 「イノ ーション」とヘルスケア 

「 を えること 経 学研究が すイノ ーション実現のエッセンス」 

横浜国立大学 大学 国 社会科学研究   大  

1 0 1 0  

 本 の を するための 体  

1 0 1 0 パ ルディスカッション 

パ リスト  

神奈川県 野義  

神奈川県立産業技術総合研究所 科学技術コーディ ーター 野  

会社横浜 行 人 業  長 野  

会社日本医療機 開発機  取   大  

デレーター  

横浜国立大学  

1 0 1 00 会  

横浜国立大学 （研究 価 ） 学長  

．   

01 年 11 日に、はま ん ールヴィアマーレにて、 研究イノ ーシ

ョン シン ジウ 01 を開 した。 年実 する に開かれた 学 シン
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ジウ で、神奈川県に研究 を する 業、研究所、自 体 との 化を

目 としている。 

前 のシン ジウ では、 本 の産学 を するための「横浜国立大学

の 」として、人々に かさをもたらすスマート社会、S 0 という

ビジョンを取り上げ、ビジョン実現の として「 業の ノ をサービスに

える」というシナリオを した。今 のシン ジウ では、その後の S 0

の大きな の高まりを けて、さらに一 み込んだ 言を行っている。

S 0 を実現する分野として「ヘルスケア」、そのための 組みとして「大学

と の 」に 目し、神奈川に S 0 を していく を した。 

シン ジウ では、 にヘルスケアを る の動向として、神奈川県ヘル

スケア ーフロンティア 進本  野義 ループリーダーより、「神奈

川県の 0 年の科学技術 から する イノ ーション エコシステ 」が

された。 に、これらを支える 本学の み として、ロボット、もの くり、

イノ ーションの研究を取り上げている。 一が、ヘルスケアのためのロボット。

野 通 が「リアルハプティクスが拓く 医療」の取り組みを 明した。

が、ヘルスケアのためのもの くり。 が「 代もの くりに

よる医療ヘルスケア イノ ーション」について 明している。 が、ヘルス

ケアのためのイノ ーション。大 が「 を えること 経 学研

究が すイノ ーション実現のエッセンス」を した。 

その上で、後 のパ ルディスカッションでは、神奈川県立産業技術総合研究

所 野 科学技術コーディ ーター、横浜 行 人 業  野 長、日本

医療機 開発機  大 チーフビジ スオフィサーなどをパ リストに え、

大学と が本 で する 組みや を した。本 の を 進し

ていく 体 として、「イノ ーション エコシステ 」や「 に新たな 業を

もたらす 」を するための について、会 に まった 1 0 の

者を め、活発な 見が されている。 

これらの を まえ、ヘルスケアのために大学と が し、神奈川に

S 0 を実現する取り組みを展開していく。 
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２．  

本シン ジウ における 言として、「 一  と本 で するための 

横浜国立大学の 」 「  ヘルスケア、 、そして 横浜国立大

学の み 」にて発表した を、以 にまとめて す。 

２．  と 横浜国立大学  

 

横浜国立大学 研究  学  教授  

年、私 はこのシン ジウ で S 0 という ビジョンを取り上げ、これ

を実現するための として「 業の ノをサービスに える」というシナリオを

言した。その は、 のようなものだ。 

に 0 0 年の ビジョンとして、 つの 化を した。 一が、人 の

化。 実に高 化が進行し、人 が生 る。この 高 化の で、今のような

かな経済社会を実現していくには、生産性の向上、 価値の向上が になっ

てくる。 

が、産業 の 化。 ティクラークの に い、日本を む先進国ではサ

ービス産業の 合が 大していく。こうした状況の で生産性を向上し、 価値を

高めるにはどうすればいいか。 にあら る産業がサービス化、システ 化の

向に向かうことになる。 

が、社会 の 化。ICT（ 通 コ ケーション）、人 能、ロボ

ットなどの 科学技術の が、これまでの「ビジ スのクリティカルインフラ」

から「社会のクリティカルインフラ」 と進化していく。 

その 、「人 の 化」と「産業 の 化」に呼応した「社会 の 化」

として、「実 」と「サイ ー 間」の一体化が こってくる。これが、私 が

S 0 という ビジョンに 目した だ。 

日本はこれから人々に かさをもたらす スマート社会、S 0 という ビ

ジョンに向かうことになる。実 とサイ ー 間をつな C S（サイ ーフィジカ

ルシステ ）を 使することで、社会に新たな価値を生み す みだ。

では、どうやってこれを実現していくのか。そのための として、 年、私 は

「 業の ノをサービスに える」というシナリオを した。ICT、人 能、ロボ

ットを とする C S が 現することで、あら るものがサービス化され、新たな産

業が生まれてくるシナリオになる。 

つまり、C S が 現すると、す ての産業セ メントでアナロ のプロセスがデジ

タル化していく。そうすると 業立 が 化する。 に を売るかが わってくる。
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そのために、今まで ノを作っていた会社がサービス化される。この 、 業の  

ノをサービスに えるためのビジ ス デルが 要になってくる。こうしたシナリオ

を したわけだ。 

では、このシン ジウ の後に が こったか。ま 、私 、横浜国立大学におい

て大きな 化があった。それは、 業の ノをサービスに えるための産学  が生

まれ、拡大したこと。現在、 ビリティをテーマとした の 研究が進められて

いる。 

の は、どうだったか。ここでもやはり、 ビリティを に大きな 化が こ 

っている。 と を C S で一つにつなげることで、自動 やカーシェアに え、  

通 や などの新たなサービスまで されるようになってきた。エ ル ー、

ヘルスケア、大 インフラの分野でも 様な動きが拡がっている。

実 に が こっているのか。 を って 明する。ま 、C S の 現により、実

社会で こる様々な が、サイ ー 間で「 」され、「 」され、その後の「  

応」が められるようになってくる。その 、 ビリティやヘルスケアなどの分野

で使われている ノが一つにつながって、システ になり、新たなサービスが生まれ

てくる。 

すると、先 ど 明したように、 業のサービス化が こってくる。C S の 現に

より、 ての産業セ メントでアナロ のプロセスがデジタル化されていく。その  

、 業立 が 化し、今まで ノを作っていた会社がサービス化されるわけだ。そ

して、この時に こるのは新たな価値の であり、価 のビジ スではない。

社会の に新たな価値、産業にとっての新たな価値が生まれてくることになる。 

こうして、 業の ノがサービス化されると、その後に が こるのか。そのサー

ビスがシェアされるようになり、そのためのデータが新たなビジ スになってくる。 

として、「サービスエコノ ー」「シェアリン エコノ ー」「データエコノ ー」

という  つのエコノ ーが 生する。現在、これらの  つのエコノ ーが拡大してい

る。 

業の ノをサービス化するというのは、 き めて えると、 一に「 ノの  

用形 をどうするか」、 に「C S で を えるのか」ということで まってくる。

これをうまく活用して ノをサービス化している代表が、 シ ランだ。 

シ ランはタイ メーカーだが、このタイ をサービスに えている。 体 に 

をしたのかというと、それまで大型トラックのタイ を販売していたが、この販売

をやめた。販売せ に、リースするようにした。 

そしてリースしたトラックのタイ がどれくらい使われているか、C S を使って  

タリン している。 タリン でどれくらい ったかが分かるので、 行 離に

応 た サービスを展開しているのだ。 
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こうして、 シ ランはタイ という ノをサービスに えた。さらに、 タリ

ン でタイ の 度も できるので、メンテナンスサービスというもう一つの新

たなサービスにも取り組んでいる。 

シン ジウ の後の 化を って、もう一つ分かったことがある。それは、  つの

エコノ ーの 生により、C S とは わりを持たない分野においても、新たなビ

ジ スが 々と生まれるようになること。つまり、C S は、 業を行う を える

技術、 ー チェンジン テクノロジーとしての を たす。 

そして C S がいったんビジ スに 入されると、「サービス化」「シェアリン 」「デ 

ータ化」を り しながら、 してその形 が進化するようになってくる。このた

め、生まれてくる「 のビジ ス」に先 りしたものに、 機が ってくるようにな

る。 

本日のシン ジウ では、ここから先の話をする。 に 目す き分野はどこか。

それはヘルスケアになる。ヘルスケアを に、今年度シン ジウ で を 言する

のか。今まで 明してきたことをまとめる。 

年度のシン ジウ において、横浜国立大学は、人々に かさをもたらす  

スマート社会、S 0 という ビジョンを取り上げ、ビジョン実現の  

として「 業の ノ をサービスに える」というシナリオを した。ICT、

人 能、ロボットを とする C S が 現することで、あら る ノ がサ 

ービス化され、新たな産業が生まれてくるシナリオになる。 

その後の動きはどうなったのか。 一に、 横浜国立大学では、 ビリティをテ 

ーマとした「 業の ノ をサービスに える」ための産学 が拡大した。 

に、社会においては「サービスエコノ ー」「シェアリン エコノ ー」「デ 

ータエコノ ー」の  つのエコノ ーの 生により、C S とは わりをもたな

い分野でも新たなビジ スが生まれるようになってきた。 

今、 が こっているか。もう一度 する。 ての産業セ メントで、アナ

ロ のプロセスが C S によりデジタル化されていく。その 、 業立 が 化

し、今まで ノを作っていた会社がサービス化される。 

業の ノがサービス化されると、そのサービスがシェアされるようになり、

そのためのデータが新たなビジ スになってくる。 として、「サービスエコノ 

ー」「シェアリン エコノ ー」「データエコノ ー」の  つのエコノ ーが  

生する。 

そして、  つのエコノ ーの 生により、C S とは わりを持たない分野に

おいても、新たなビジ スが 々と生まれてくるようになる。つまり、C S は、  

業を行う を える技術、 ー チェンジン テクノロジーとしての を
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たす。 

以上から分かるように、S 0 という ビジョンは、これからは ての

産業セ メントにおいて「 業を行う 」が わり、「新たなビジ ス」が 々

と生まれてくることを している。 

こうした動きは ビリティにおいてすでに拡大しており、これからはヘルスケ

ア と展開していく。

そこで、今年度のシン ジウ では、さらに一 み込んだ 言を行うことと

した。 

S 0 を実現する分野として「ヘルスケア」、そのための として 「 」

に 目し、神奈川に S 0 を していく を する。 

合わせて、そのための 本 の を する 組みとして、「イノ ー

ション エコシステ 」の 体化について する。
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と 横浜国立大学

２ ２

横浜国立大学 研究 教授

研究 ２

学

２ 横浜国立大学

            

．２ 未来

「 」 と が が
下

が く

「 」 と ティク ク 国
ス が 下

が 「 ス
ステ 」 と く

「 」 と 学 通 ケ
工 ロボット が 来 「 ス クリティ ル 」

「 クリティ ル 」 と く

「 」 と 「 」 「 」
と 「 」 と 「 」 が く

「 ． 」 と 未来

            

が と ス ト
． と 未来 が と

「 ィ ル ステ 」 と

． と 「 ス
」 と 通 ケ 工 ロボット
と が と が ス

が く リ

ト ア ロ プロ スが ル く

立 が
が ス

「 ス 」 ス ルが
く

「 く 」 「 ト く 」 と ス
ス 通 く リ が 未来
く

２ ．「 ． 」 と
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と 野
スが と く
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．ヘルスケア 大学と が
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． く
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融
合
・
一
体
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２． ステ

． ス 「ハ 」 と 「 ト」
く 「 ステ 」 が

「 」 「学」 「 」 「 」 が

産
ト

            

．

ヘルスケア テ ． く
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「 ヘルスケア 横浜国立大学 」 ヘルスケア
学 ロボット く 研究

とヘルスケアと

「 」 とヘルスケア

「ロボット」 とヘルスケア
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２．２ ヘルスケア 横浜国立大学  

２．２．  「 」 とヘルスケア 

「 学 ステ 」 

ヘルスケア ロ ティア  野  

医療 ル プリ  

ステ プロ  

プロ  

私からは 0 年間、神奈川県が科学技術 を展開してきており、現在、 イノ

ーション エコシステ という取り組みを 進しているので、これらの経 を通 た

様々な取り組みについて 明する。 

ま 、神奈川県が する テンシ ルとして、 外一国なみの科学技術や産業の

が げられる。もう一つの みとして、 としての テンシ ルがあり、これ

らを一体 に活用できる 性性を持つことが、神奈川の大きな特 となってい

る。 

神奈川における産学 活動だが、1 0 年、産業の 化が ばれた時、横浜国

立大学経済学 身の長 が「神奈川を研究開発のメッカにする」ための

センター を した。そして 成に入り、 と神奈川の の ノ

に、アジアで めてのサイエンスパークが された。そこから神奈川県の科学技術

の取り組みが本 化していく。 では、 国 の 川を んだ向かい

の において、科学技術活動が活発化している。 

県の科学技術 については、 成 から科学技術大 を しており、 成

年に国が科学技術基本 を する前から、体 な科学技術 を進めている。 年

に される国の科学技術基本 画を しながら、 時 を行っている。 

現在の が 成 年に した時から、 高 社会 の 応を神奈川とし

てしっかり取り組んでいくということで、ヘルスケア ーフロンティア が

され、現在に っている。 

々の として、皆さん 存 のように年 成が ラ ッドになってく

ることがあり、そうなると、現在の行 システ のままでは 応が になってくる。 

そのための新たな 応として、一つは 先 の科学技術でしっかりと社会を支えて

いくというアプローチ。もう一つは な高 者の実現。つまり、支えられる存在か

ら支える存在 の行動 をおこしていくことを目 している。 

こうした に基 き、私 はヘルスケア ーフロンティア を 進してい

る。そのために、科学技術の活用から 先 医療、 新技術の をしっかり進めて
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いく。さらに、1 人 1 人の行動 を す。 と を で分けるのではなく、

医療を大切にしながら、日々の行動 により に自らをシフトしていく。いわ

る という え 、これをしっかりやっていく。こうした つのアプローチを

合展開することで、 の と新産業の を るというのが基本 え と

なっている。 

行 として つの特 を活用しながら、科学技術の社会実装活動とも しながら、

していく取り組みを展開している。先 ど 介した 、これは いす の

になるが、ここでは なライフサイエンス の大学、 業の が進んでお

り、県の でも 生 医療の産業化 のライフイノ ーションセンター、県立

大学、KISTEC のラボなどが活動を展開している。 

以上が 要になるが、ここから本 に入る。 

ま 、 の科学技術 について 明する。実は 後の日本の科学技術 では、

の科学技術 という言い が使われていた。 成 年の科学技術基本 の

時に、 ではなく の科学技術 という形に に した。 

時は、国の において様々な があったが、ここで という言 を用いた

は、行 を すのではなく、実 に を展開する合目 な を すとい

うこと。いわ る国 性と 性を合わせた ロックであり、こうした な

で 科学技術 を 進する を めている。 

したがって 科学技術 においては、 の科学技術だけではなく、国の科学

技術活動と表 一体の にあり、これを自 体として 進していくということで、

を めた という 義になっている。 

々が取り組んでいるライフサイエンスのためのヘルスケア ーフロンティア

。これはまさにライフサイエンスで社会実装を進めていくということで、 科

学技術 の も代表 な取り組みだと している。 

現在、KISTEC で 進している神奈川県 イノ ーション エコシステ 形成プロ

ラ において、私は 業プロデ ーサーに している。 

技術の ではない自分が した は、 一に、ヘルスケア ーフロン

ティアが にチ レンジン な取り組みであり、神奈川県の科学技術 、その実

に基 いた に の いた活動をしっかりと進めていくことが 要であること。

に、持 なイノ ーションを していくには、科学と社会をつな 自 体 員

が、 ではなくて 者となってしっかりと取り組んでいくことが 要であるこ

と。 に、 体 の立 から には組織や分野の を えた異分野 合活動、

これがイノ ーションの となる時に、 者 などの い 、これを 務員

としてしっかりと っていく。この つの が動機となっている。 

神奈川県のパートナーとして活動を展開しているのが KISTEC。KISTEC は、 01 年
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に の県の産業技術センター、そしてかながわサイエンスパークとして活動して

きた通 K ST、こちらの県 研究機 と 益 人を 合した、 国で めての

立行 人という形で発 した組織になる。 

活動の特 として、売れる 作りを支援していることが げられる。機能として

は大きく分けて つ。いわ る K ST の機能である の研究プロジェクト。こ

こでは、大学の研究成 をしっかりと 成し、 ンチ ーや高い特 の実 、

これらを進めていく。もう一つが 研究所の機能。いわ る技術支援、 業化

支援などの取り組み。これら つの機能を合わせ持っていることが大きな特 になっ

ている。 

イノ ーションを実現するための私の基本 を ると、一つ目は、いわ る学

の自 と言われる基礎研究、そして機 の経 となるプロジェクト研究、これ

らをしっかりと 立していくこと。 つ目は、イノ ーションの 組みについていろ

いろ言われているが、私自身が長年取り組んできて感 ていることは、人による か

を成し げたいという思い、これが大切であること。また、組織や分野などの 組み

を えて、1 人 1 人が自 な活動の で ロから を生み していくこと。こうした

ことを大切にする社会、これが に重要であると えている。 

よく言われる話だが、 が かでなければよい作 は できない。私自身、大学

に して一 していることが、国 100 年の の となる人 成と基礎

研究、ここが も重要だと思っている。また、 の の くは、大学だけで

はなく、大 業の に存在する。したがって、こうした大 業との が重要になる。 

神奈川では 01 年 、 の 研究所において ヘルスイノ ーショ

ンパークが開 された。 に 目している動きであり、大きなチ ンスであると

えている。この を活用することで大学とのイノ ーション 進体 を していく。

機 と 間が一 になって、 でのオープンイノ ーション機能を してい

く。こうした取り組みが に重要であると えている。 

ではリサーチコンプレックス 業という産学 の総合 な 業が 進されて

おり、 01 年 からは県と KISTEC で イノ ーション エコシステ 形成プロ

ラ という 業を展開している。 

ここからは、イノ ーション エコシステ について、神奈川県で えている つ

の とその 体 例を 介する。 

ま 、 一の として、大学や 業の 、これらをもとに で総 を げて

業化イン ートを行う。そのために のオープンなイノ ーション エコシス

テ が 要になる。特に 目しているのが のサイエンスパーク、ここが ーにな

ると えている。こうした に基 き、県と とで覚え きを し、かな

がわサイエンスパーク、 、 ヘルスイノ ーションパーク、これらの

での取り組みを進めている。 
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また、 年間に りいろいろな を行い、県の を けて 生医療と 患

と と 、この つを社会 として えること。これらの重要 に し、

I、 などを基 として一体 に 進していくこと。こうした を めてい

る。 

県と KISTEC による 業化支援体 として、 研究、レ ラトリーサイエンス、

フ ンドなどの 様の機 との 体 を している。 の である

O という 間機 との も している。 

の として、日本 自の の基礎研究成 、これらに をつけること

で、 ンチ ー 業を 、 成していくということが 要だと えている。特に、

研究成 の本 の価値と 能性、これを しているのは研究者であり、その価値を

研究者と共 できる 、サ ライ という言い を く使うが、 を一 にする

が 要になる。 

では、 の患者さんに し、人の残存機能を 生できる C E E ロボ

ットスー L、慶應義塾大学が進めている 生 医療、これらのロボットと

生医療を 合したプロジェクトを展開している。 

また、 生 医療を進めるには 質や 性 価が重要になるため、 化学研

究所や国立 生研究所との を KISTEC がコーディ ートする形で、 生 医療

の 質や 性 価のためのプロジェクトを 進している。 

横浜国立大学の 先生とは、 の の 、 基を一 に大量作成するため

のプロジェクトを、KISTEC との により 進している。 

この にも、 るだけで自 型の人 を実現する技術開発に取り組む研究

も している。 

の として、成長産業 体の産業 を 化するための 支援機能が 要に

なる。ライフサイエンスは ル 後の成長分野であるため、行 の人 リソース

が しており、大学や 業との も 要になる。そのための取り組みの一つが、

価 を開発し、産業 体に していくこと。もう一つが、 備の共 用にな

る。こうした支援を 間 業と一 になって進めている。 

神奈川県の大きな特 として、 という を 0 年前から開発しており、

国 な としての展開を っている。これまで かった で、国 にも

開発が切 されており、県の 生研究所を に、 化学研究所、横浜 立大学、国

立 生研究所と しながら、 には イドラインとすることを目 に め取り

組んでいる。この にも、実 動 研究所などが活動を行っている。 

の として、 の 基 、データ ースのコ ートが重要になる。こう

した科学技術の 備 を進めている。慶應義塾大学による 代 ICT の取り組み

が や川 で展開されている。 
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これらと しながら、神奈川県としても、県の を としたみらい コ  

ートを展開しており、今後は にも展開する となっている。 

今後の大きな動きとして、 に県立 大学のヘルスイノ ーションスクー

ルという大学 を作る。ここでは 生学を基 にデータサイエンスと 業 の

人 成を行う。 えて、自 体行 のシンクタンク機能を する。この つを  

とし、特にドライ の 分でヘルスイノ ーションの社会実装 としての を  

っていく。 

の として、科学技術の社会実装で行 が 様な 、 をしていくこと

が求められる。そのために 間と一 になったフ ンドを 立している。 には

大きな ではないが、社会 インパクトなどを 価の に取り入れることで、社

会実装に向けた大きな ールになると えている。 

生 医療の リ ーチェーンとして、 のライフイノ ーションセンター

での大学や 業との 、 外との 、 などの取り組みも げられる。 

イノ ーション エコシステ についてまとめると、科学技術のイノ ーションと

は前例のない を開拓していくもので、成 の保証のないチ レンジになる。 

その で りになるのは、 に 要となる 在 ー に 応する技術。今見えて

いる 在 ー に 応する技術は にも分かる。 要となる 在 ー に 応す

る技術、これを見 く 、そして を げることなく をし ける の  

神が 要になる。 

そうした で も 要なことは、社会 体の 化を目 すこと。社会を くする

ために自分 に が るのかを していくことになる。 

神奈川県の科学技術 では、以前から、産学 とは言わ 、産学 という言い  

をしている。これは国が で、県は であるという ではない。そうではなく、  

様な機 が を大切にした活動を一 にしていこうという思いを込めて、産学  

という言 を使っている。 
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1

平成30年11月2 （ ）
神奈川県ﾍﾙｽｹｱ・ ｰ ﾝﾃ ｱ推進本部室

地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ ｼｽﾃ 形成 ﾞ
業 ﾃﾞ ｰｻｰ

神奈川県のﾍﾙｽｹｱ・ ｰ ﾝﾃ ｱ推進 ﾝは201 年3月2 の 者発表を

神奈川の科学技術・ 業の テンシャル
研究者は約1 人（ 国 ２ ）、技術者は約33 人（ ２ ）、研究所は約440 所（ ２ ）

フィリ ンやフィンランド 、 国の国 生 に る活発 業活動
品出 は 1 （全国 ）、県 生 は （同 ）

の テンシャルも 体的に活用できる地域的 性 1

神奈川の 学公連携活動（30年の活動実 ）

I T C の 支所

か が サイエンスパーク（ P

I T C
名本部

1 0代の 業 化等に し 知 横浜国⼤ 学部 が
神奈川を研究開発のメッカに る センター構 1 年 を

体では 国 と る科学技術政策に る の取組みを開
平成当 に、 と神奈川の 点の ノ に
ｱｼﾞｱ のｲﾝ ﾍﾞｰ 設か が ｻｲ ﾝｽﾊ ｰ の 設

との連携拠点
の

供用開始 1
県が を事業者に 貸 し

公 協働事業で展開

生・細胞 の 業化を 進
ライフイノベーションセンター
4階で㈱ｹｲ ｽ ｰがベン ャー支援
I T C 業化 ｼﾞｪ の実

I T C殿町支所
川崎生 科学・
研究 ﾝﾀｰ（L

県⽴保健福祉⼤学
ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科

県⽴保健福祉⼤学
（横 ）

5年 は殿町での科学技術活動を活発化
2013年、 T（ I T C）の殿町L 進出
201 年、ライフイノベーションセンターの開所
201 年、 I T C 生（ Tと 技 ﾝﾀｰ統合）
201 年、県⽴保健福祉⼤学のﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

研究科（ I）を殿町に設 予定

国 との連携拠点
殿町

2

（ 2 5）
推進体 整備等

（ １）
ｰﾃﾞ ｰ 強化等

（ 14 3）
共 研究活動強化等

（ 1 2）
知に 目した活動強化等

国 評価 センター機能 等
（ 24 2）

点研究 の 等
⾼ 社会 の対応 と ネル ー

医 、食の安全性等、創 ・ 等

神奈川県 学 ⼤
企 （現 ）で全 的に 学 の推進

K STで 等の先
的研究を実施

県試験研究機関と理化学研究所
との共同研究を 化

評価や食品評価に関す
るプロ ェクトを推進

浜 部ライフイノベーション
国際戦略 合特 の推進 24

分 等の 学 社会実装

（ 2 3） ﾍﾙｽｹｱ ｰ ﾝﾃ ｱ構 を 点的に推進
法 神奈川県⽴ 業 研究所 KISTEC の ⽴（H

２

かなが イ ンスパークの ⽴
（公 ）神奈川 学 アカデミー（K ST の ⽴等

神奈川の科学技術政策とﾍﾙｽｹｱ・ ｰ ﾝﾃ ｱ構 の 生

国で科学技術基本法等の 定

国で知的財 戦略の 定
共同研究事業（ 1 1 ）

市 ア 学 連携 進事業（ 1 1 ）

市 ア 学 連携 進事業（ 1 ）

イ ーション ⽀援プロ ラ
（ ）

3

殿町リサー コンプレックス 業
（ 2 31）

地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ ｼｽﾃ 形成 ﾞ
（ 30 34）

（

国 調 実

（

1

高齢者が
支 られる
から支 る へ

た 社会 りに向け、科学技術の活用と、
人 人が健 に る⾏動 が められる 代へ

今の社会システムのままでは 応不可

世 的 ︓超高齢社会の 来 科学技術の活用が必

ﾞ や び
テクノロ ーが

社会を支 る基盤へ

4

S細胞研究 生活⽀援
ロボ ト 医食 同

運動

等
化 の実 ｲ ｽﾀｲﾙの⾒ し

健 寿 本 た 市 ・ 業の 出

マイ E-
Oカル

科学技術政策・ 業政策・保健 政策を融合した横 的組 で強⼒に推進

未病
と 気を つの 確

に分けら る概 として
るのではな 、

の は と 気の
を連 的に 化する の
と 、このす ての
化の を す概

未病の改善
の の を確認

（ 化）し、 の
分 の をかねて、
ら る で 「
側」に しで ける
こと

神奈川県のヘルスケア・ニューフロンティア構 ︓ 要

未 病

科学技術の活用 人の⾏動

0 1

2 3

4
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2

国家戦略特国家戦略特

浜 部ライフ
イノベーション
国際戦略 合特

さがみロボット
業特

神奈川から特 も活用
して成 業を 出

健 ・
未病 業

業
ロボット
業

○ Ｃ （ 理 ⾼ 者） の加 化
○ によるセルフメディ ーションの推進
○ 機能性食品市場の活性化
○ 医 用ロボ ト市場の ⼤・ 及
○ イ ーションを 進する 的 制度の
○ 試験 に る施 基 の
○ 本 T 制度

（ 新的医薬品等の薬事 認の 化）
○ 保 用 養に る対 医 機関の 期 ⼤
○ 生医 分 における薬事 認の包 認制度
○ 国医 の業 解 （ 本 者 の 解 ）
○ 先 医 評価制度に る 評価分 会の

国家戦略特 の 下 規制 が実現

神奈川における３ の特
（⾏政も科学技術の社会実装で連携・ ）

国際 に る ｲ ｻｲ ﾝｽ国際戦略拠点「殿町」

フイル
フ ーマ

川 生 学・
研究 （ SE） 本 ー

協会

⼤ ウス 業

C E NE
ナ 医

イ ーションセンター

実験動物 研究所

国⽴医薬品食品
衛生研究所

国
（ ）

度までに運営開始施
度以 、運営開始 等

供用開始 1
県が を事業者に 貸 し

公 協働事業で展開

国際 の「殿町」は、国 の連携の と る拠点
神奈川県は、殿町の地の を活かし、 機 と連携・ し
がら、 を中 と る 学公連携活動等を 的に推進。

・ の を
する ン トッ

ライフイノベーションセンター
（ ）

4階で㈱ｹｲ ｽ ｰがﾍﾞﾝ ｰ支援
I T C 業化 ｼﾞｪ も実

（ 連
2020 開通 ）

⼤ ウス 業

川 化学 業

I T C殿町支所（L 階）

慶応殿町
キャンパス

県⽴保健福祉⼤学
ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科

地域科学技術 は社会改 イノベーション

の日本の科学技術政策では｢地 科学技術振興｣と

平成 年科学技術 本 に｢地域科学技術振興
地域 政 域を すのではな 、施策 にあ する の

な 域 ー
科学技術 な ・ の の｢ イ ン ｣と 場 で

ノ ー の いを 、 の を る。
振興 科学技術に 、科学技術に か る かな

地域 くり 業活性、生活の質的向上、人・ま くり等 。

国が 現場で進 る科学技術 動と｢表 の役割｣を
自 に る ので、 都 地域 と 。

イ イ ン の 実 で シ を
す ・ は地域科学技術振興 の の

8

1 横浜国⽴⼤学 育学 生 学 業
1 神奈川県 商 で 業 に 事
1 事 所で用 を
2000年 月 科学技術 の地域科学技術 室に出向
2002年 月 県科学技術 当部 で、科学技術政策 び知的財 戦略の⽴ に 、

くの 学公連携 業（ 部科学 地域 策等 ）を⽴ ・推進
営 で の や 及び 対 等を

1 ⾏ で 等の ・評価や⾏ ⼤ の⽴ を
2015年 月 県ヘルスケア・ニューフロンティア推進本部室で、 融合プロ

クトの⽴ ・推進等の 学公連携活動 を 当

○ 学はマラ ン、⾼ は 、⼤学では カメラ等に 。 から 性
○ に 学 に出向、以 学 を

何故、技術 人の県 員が 業 ﾃﾞ ｰｻｰを めるのか︖

超高齢社会を る「ﾍﾙｽｹｱ・ ｰ ﾝﾃ ｱ」の推進のためには、
科学技術政策の実 に基 き、地に の いた活動が必要と認 。
この国で 的 イノベーション 出・育成には、科学と社会を
繋ぐ「 体 員」が当 者と た取組の が⼤ と 。
体構 ⽴ から、組 や の を超 ていく 融合活動の
者 整等の い を うため、 業 ﾃﾞ ｰｻｰに 。

9

1 かなが イ ンスパーク に、以下の つの 学公連携機関を ⽴
○ 神奈川 学 K ST） 研究プロ ェクトや 育 ※ の機能に
○ 神奈川⾼度 ⽀援 KT ） ・ 移転や⾼度 ※ 活動に
○ 1 ⽴） 施 運営や ⽀援及び 等

K STとKT が統 し、新生K STとして発

公 試験研究機関 県 業 と公 K ST が統 して
1 （地 法）神奈川県⽴ 業技術 合研究所（ I T C）設⽴

運 営

事 業 1 100 449

の 134 32

補
企業 ⽀援

整 事業 199 800

の ⽀援基 整 事
業 2 000

支 出

持
運営 19

業

1 8 4 1

9 0 0

⼤規
43 03

⽀ （H 度） （ ）基本 （ 、 物 ）

数 数 1
1 （ 50名、研究145名、 ・ 能 ）

用 、 、 1
パートタイマー 、業 委託

と業 容
企 情報連携

育成 （研究者・ 者等の 育成）

研究開発部 研究 、事業化 進研究等）

事業化⽀援 品開発や商品化 進⽀援）
機 ・

子
化学
川 ⽀援

理事⻑

理事⻑

事

理事
理事

来からの公設試機
各 分 に関連した

・試験 ・
開発委託等で企業⽀援

（地 法）神奈川県⽴ 業技術 合研究所 I T C の

10

（地 法）神奈川県⽴ 業技術 合研究所 I T C の特徴

基本理 ︓イノベーション 出支援 れる 品 り支援）

30年 で40を超 る⼤ 研究 ｼﾞｪ （ 1 ・ ）を
KISTECで研究室を用 し ｽ ﾞ の 研究員等を 用して実 し
くの成果を 出（ 、 E S、 、実験用 、等）

⼤ 国 合 整機 験 （ では地域ｲﾉﾍﾞ ｼｮﾝ戦略支援 ﾞ 業 ）
企業等との共 研究 42 、 出ﾍﾞﾝ ｰ企業10社
設⽴来30年で出 した ての特 の実 率2 1 （実 30 ）

国 等に基 き を た ⽅式 と、 I T C特 実 率は 強で、
国公⽴⼤学等の平 約３ を⼤きく上回る。

お ⼤ ・ 活動等、 国公設試の ﾝ ﾝ ｰの を う
⼤学等研究成 の 企業 の し・ 移転 験

開発受託 品化⽀援
学公 連携による 業化支援のﾊ ﾞ機 としての を果た

機 ２︓公設試験研究所機 （技術・ 業化支援 ）

機 １︓県⽴科学技術⼤学院⼤学機 （研究 ）

11

8 9

10 11
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3

この国における のイノベーションの実 を
る（基本的 ⽅）

開発の 能性や時機を た 的な や の 、
基 研究 学 の と ｼﾞｪ 研究 機 営戦略の両⽴など、
基本・ 点をし かりと⾒ め⼤ に ること。

イ ーションの実現には「 」が本質ではない。
⼤ ことは、「人による何かを し たい」という
「 い」。 「 」を共に る「 」を形成

組 や の を超 、「 」に る中で、
ロ から １ を生み出 を共 る社会へ。

分 活動、公 体制が
12

イノベーション実 に向けた政策の 点

が かで けれ 、よい 物は でき い。
に の 、国 年の

の な の （ 研究 。

本の知的 の は、「⼤学」と「⼤企業」
のイ ーション に い 的 に

た。 年 月に、 研究 が
したの な ン 。

地域でのオープンイノベーション推進体 の構築が
のイ ーション の 、

公的機関 の公的 ー ート し 、
の の ープンイ ーション機 が 。13

に るリ ーチ ン ス 事業
世 に る社会システムと技術の で 業を る

e e esea h Ca s

2020年の

関
大学 国 大学

化学 国 医 ⽣
動 ス ス の
ン ン ンド ン ン ス ー
ド ー ー ー ス

川 業 大 業

関
大学 関

川 神奈川県 大
大学 業大学 大学

神奈川県 業
フ ル

融合研究

人材育成

業化支援

基盤整備

推進体
ま くり

2 31年

14

◆ 殿町WRCに形成を目指す４つのクラスター／産業基盤

・ 医療

ー ・ P OP

医療 ティ ス

を 用 ア 高
ン チドを ・ス リー ン

る を 発

スー ー ン ー ーを 、分
により、分 の ・医

を る を 発

Aを に （ A E
） る を用い ・
療に な を る

な の ー ーに
る ・医療 ー を を
に ・ る を

な 高齢者の ー
を ・ ・ 、

の を る

川 の
い ー 、
な ⾏ を

発

の 、
の保証業 、 、 保
等を ⾏ の る ン ー

は 療 のない の た
な 療 リ ーシ ンを、 ス
医療の によ 実 る

・ 等に 、 のの や⼒
等を に ・ ・ る⼒

を 発 る
1

⼤、 ⼤等

実 研、国衛研、理研、 等

、 ⼤等

、 横浜国⼤等

「ヘルスケア・ニューフロンティア」
先導プロジェクト

機 体 神奈川県 ⼤学等 （地 法）神奈川県⽴ 業技術 合研究所 I T C）
連携研究機関 医 ⼤学、横浜国⽴⼤学、横浜市⽴⼤学、理化学研究所、

⼤学、 ⼤学、実験動物 研究所 等
連携⽀援機関 本医 機器開発機 、 、 、

・ ・ （ ） 等

神奈川県は、 公財 神奈川科学技術アカデ ー T を中 に、３ 年に渡り科学技術を ら推進
してきた な 体。 成 にK STと県 業 センターを発展的に統 しKISTECを ⽴。
神奈川県の は、超高齢社会の 来という世 的 に 応 るため、神奈川県政が ⼒を て
取り組 ヘルスケア・ニューフロンティアを実 に く 的プロ クトを 合的 点から⽴

I T C の強 業化支援体 で世 １のコア技術の 業化とﾍﾞﾝ ｰ企業 出・成 で、
神奈川らしいイノベーションエコシステム（地域科学技術 モデル）を 化 る

との連携拠点
I T C の 支所 国 との連携拠点

I T C殿町支所
I T C
名本部

ア ア のインキュベート 設
か が サイエンスパーク
神奈川の科学技術 拠点

神奈川県が整備・運営 る
ライフイノベーションセンター
4階で㈱ｹｲ ｽ ｰがﾍﾞﾝ ｰ支援
I T C 業化 ｼﾞｪ の実

神奈川県のﾍﾙｽｹｱ・ ｰ ﾝﾃ ｱ推進 ﾝは201 年3月2 の神奈川県 者発表を

30 34年

11

未病改善国際 技術
センター 県 中 ）

（機 性 品 細 ト試験）
発がん 進 析法国際標準化

病ｲﾝｽ ﾝ へ の ⼤ 生で と OL向上

神奈川県の ｲ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ ﾝﾀｰで
I T Cの 業化 ｼﾞｪ を実

業化 ｼﾞｪ （国 県 ）

※事業化 は 度の進 ま て に 化を検証

世 １コア技術の 業化でベン ャーの 出・育成
を る

業化に向けた共通支援機 と社会的インパクト・実 可 性から 定

細胞 センサ
の開発
I T C ⼤︓

次世代プロ クト（県 国 ）
細 の

的 技術開発
I T C 慶 ⼤︓福

る けで の次世代人
の開発 KISTEC 医 ⼤

基盤構築 ｼﾞｪ

生 の⼤ 技術
の開発 KISTEC 横浜国⼤

神奈川県・ I T Cを中 に、㈱ 本 機 開発機構や㈱ｹｲ ｽ ｰの ﾝ ﾞ機 等も る
強⼒ 業化支援体 （ や開発戦略 びﾍﾞﾝ ｰ支援等 で 業化活動を 速化

神奈川発「 ルス ア・ ューフロン ィア」先 プロ ェクト事業概

病等の未病改善
の解析 ール開発
I T C 理研︓⼤

新規プロ ェクトを⽴ ・育成する活動や ス ィナブルな
（ ンチ ー創出・成⻑と国 評価 センター等）の を推進

においてインス ン 法は な を めるが、 量調
整、 の さなど の が存 し、 の解 が ま てい
る。 らのコア 「 る け 代 臓」は機器

・一 連 用 能・安全安価で、 の
（⻑期的な 理・低 の 等）を解 する。

がん の 用による や 性 は、 生 を
かさないが本 の O に⼤き する。 のコア 「

生 の⼤量調 」は、 包 基の⼤量培養を⾏い 者 の移植
を⾏う ので、安全性・コスト⾯に 、現 の植 等に
る の 本的な 提供を 能とする。

県がん ﾝﾀｰ︓成

基盤 業
ﾃｰ 整中

みらい未病
コホート

地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ ｼｽﾃ 形成 ﾞ

1

12 13

14 1

1 1
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3

この国における のイノベーションの実 を
る（基本的 ⽅）

開発の 能性や時機を た 的な や の 、
基 研究 学 の と ｼﾞｪ 研究 機 営戦略の両⽴など、
基本・ 点をし かりと⾒ め⼤ に ること。

イ ーションの実現には「 」が本質ではない。
⼤ ことは、「人による何かを し たい」という
「 い」。 「 」を共に る「 」を形成

組 や の を超 、「 」に る中で、
ロ から １ を生み出 を共 る社会へ。

分 活動、公 体制が
12

イノベーション実 に向けた政策の 点

が かで けれ 、よい 物は でき い。
に の 、国 年の

の な の （ 研究 。

本の知的 の は、「⼤学」と「⼤企業」
のイ ーション に い 的 に

た。 年 月に、 研究 が
したの な ン 。

地域でのオープンイノベーション推進体 の構築が
のイ ーション の 、

公的機関 の公的 ー ート し 、
の の ープンイ ーション機 が 。13

に るリ ーチ ン ス 事業
世 に る社会システムと技術の で 業を る

e e esea h Ca s

2020年の

関
大学 国 大学

化学 国 医 ⽣
動 ス ス の
ン ン ンド ン ン ス ー
ド ー ー ー ス

川 業 大 業

関
大学 関

川 神奈川県 大
大学 業大学 大学

神奈川県 業
フ ル

融合研究

人材育成

業化支援

基盤整備

推進体
ま くり

2 31年

14

◆ 殿町WRCに形成を目指す４つのクラスター／産業基盤

・ 医療

ー ・ P OP

医療 ティ ス

を 用 ア 高
ン チドを ・ス リー ン

る を 発

スー ー ン ー ーを 、分
により、分 の ・医

を る を 発

Aを に （ A E
） る を用い ・
療に な を る

な の ー ーに
る ・医療 ー を を
に ・ る を

な 高齢者の ー
を ・ ・ 、

の を る

川 の
い ー 、
な ⾏ を

発

の 、
の保証業 、 、 保
等を ⾏ の る ン ー

は 療 のない の た
な 療 リ ーシ ンを、 ス
医療の によ 実 る

・ 等に 、 のの や⼒
等を に ・ ・ る⼒

を 発 る
1

⼤、 ⼤等

実 研、国衛研、理研、 等

、 ⼤等

、 横浜国⼤等

「ヘルスケア・ニューフロンティア」
先導プロジェクト

機 体 神奈川県 ⼤学等 （地 法）神奈川県⽴ 業技術 合研究所 I T C）
連携研究機関 医 ⼤学、横浜国⽴⼤学、横浜市⽴⼤学、理化学研究所、

⼤学、 ⼤学、実験動物 研究所 等
連携⽀援機関 本医 機器開発機 、 、 、

・ ・ （ ） 等

神奈川県は、 公財 神奈川科学技術アカデ ー T を中 に、３ 年に渡り科学技術を ら推進
してきた な 体。 成 にK STと県 業 センターを発展的に統 しKISTECを ⽴。
神奈川県の は、超高齢社会の 来という世 的 に 応 るため、神奈川県政が ⼒を て
取り組 ヘルスケア・ニューフロンティアを実 に く 的プロ クトを 合的 点から⽴

I T C の強 業化支援体 で世 １のコア技術の 業化とﾍﾞﾝ ｰ企業 出・成 で、
神奈川らしいイノベーションエコシステム（地域科学技術 モデル）を 化 る

との連携拠点
I T C の 支所 国 との連携拠点

I T C殿町支所
I T C
名本部

ア ア のインキュベート 設
か が サイエンスパーク
神奈川の科学技術 拠点

神奈川県が整備・運営 る
ライフイノベーションセンター
4階で㈱ｹｲ ｽ ｰがﾍﾞﾝ ｰ支援
I T C 業化 ｼﾞｪ の実

神奈川県のﾍﾙｽｹｱ・ ｰ ﾝﾃ ｱ推進 ﾝは201 年3月2 の神奈川県 者発表を

30 34年

11

未病改善国際 技術
センター 県 中 ）

（機 性 品 細 ト試験）
発がん 進 析法国際標準化

病ｲﾝｽ ﾝ へ の ⼤ 生で と OL向上

神奈川県の ｲ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ ﾝﾀｰで
I T Cの 業化 ｼﾞｪ を実

業化 ｼﾞｪ （国 県 ）

※事業化 は 度の進 ま て に 化を検証

世 １コア技術の 業化でベン ャーの 出・育成
を る

業化に向けた共通支援機 と社会的インパクト・実 可 性から 定

細胞 センサ
の開発
I T C ⼤︓

次世代プロ クト（県 国 ）
細 の

的 技術開発
I T C 慶 ⼤︓福

る けで の次世代人
の開発 KISTEC 医 ⼤

基盤構築 ｼﾞｪ

生 の⼤ 技術
の開発 KISTEC 横浜国⼤

神奈川県・ I T Cを中 に、㈱ 本 機 開発機構や㈱ｹｲ ｽ ｰの ﾝ ﾞ機 等も る
強⼒ 業化支援体 （ や開発戦略 びﾍﾞﾝ ｰ支援等 で 業化活動を 速化

神奈川発「 ルス ア・ ューフロン ィア」先 プロ ェクト事業概

病等の未病改善
の解析 ール開発
I T C 理研︓⼤

新規プロ ェクトを⽴ ・育成する活動や ス ィナブルな
（ ンチ ー創出・成⻑と国 評価 センター等）の を推進

においてインス ン 法は な を めるが、 量調
整、 の さなど の が存 し、 の解 が ま てい
る。 らのコア 「 る け 代 臓」は機器

・一 連 用 能・安全安価で、 の
（⻑期的な 理・低 の 等）を解 する。

がん の 用による や 性 は、 生 を
かさないが本 の O に⼤き する。 のコア 「

生 の⼤量調 」は、 包 基の⼤量培養を⾏い 者 の移植
を⾏う ので、安全性・コスト⾯に 、現 の植 等に
る の 本的な 提供を 能とする。

県がん ﾝﾀｰ︓成

基盤 業
ﾃｰ 整中

みらい未病
コホート

地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ ｼｽﾃ 形成 ﾞ

1

12 13

14 1

1 1

4

政策立 の本 年 か の

イノベーション・ シ とは
イノベーション か １ の成 を 、
全 を にと る で、
連 に成 を 出す地域イノベーション

実 とは
成 の の か 、
成 を に 実 る とに 、

科学技術の 性を な シ
に する 科学技術と政策 政 の連携・

本ではイノベーション・エコシステムは未 実
してい いのが 。 を れ に ャレン 18

神奈川イノベーション・エコシステム戦略
⼤学や企業の「知」を、「地域」で ⼒を て、
業化・インキュベートを⾏う、地域のオープン

イノベーション・エコシステムが必要

⼤学等の 知 を 定の ｼﾞｪ 研究 で 中育成

ｼﾞｪ 研究を 業化に ていく 業化支援体

ｼﾞｪ 実 所は地域の インキュベート 設 を活用

地域の「サイエンスパーク（ ）」がキーパー ン
ｲﾝ ﾍﾞｰ 設（ し）に まら 、 学公連携をリードオフ る機 を るイノベーター

19

地域のオープンイノベーション拠点 連携

医療
プ

ライフイノベーションセンターライフイノベーションセンター

事業展開を発展、 を ⼤
から 、全県

先 医 分 から ルス ア

ンチ ー⽀援 の連携や共同研究の推進で、
の 業 や 育成（ 育）など

ヘ
ル
ス
ケ
ア

の

業

出薬品 業神奈川県

が

有望ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業 ｱｶﾃﾞﾐｱ、研究機関

地域異業種企業 地元自治体

湘南ヘルスイノベーションパーク湘南ヘルスイノベーションパーク

かながわサイエンスパークかながわサイエンスパーク

平成３ 年 月
神奈川県と 品 業㈱で
年 月１３
湘南ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊ ｰ 開所

殿町

世界 ープンイ ーション機 し

20

ルス ーシ ン ー
ー に

ア ー は、 ンスに る ベー
シ ンを るた に、 業

を る により設
た 業 る を

、ベンチャー、ス ー ア を
、 フ ンスに る

先 ・ を 用 たア アの 出・
実 を る ベーシ ンを る

を い

期 （ 成 1 1 ）
２ ２３年 までの 企業
２ 社 に向けて

21

今後の成 ⼤の
湘南ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊ ｰ

の
ョン︓ 的 アイディアを社会実装 る

ルス アとIT/AI の を実現する場

創薬プラ トフォー を して 代研究を加 する場

O

⼤
社会

生

認知 未病

22 22

湘南ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊ ｰ の

神奈川県・ I T C

㈱リバ ス㈱ケイエス ー

KISTECと横浜国⼤及び横浜市⽴⼤学との
で、 連携 定を

さらに、KISTECと 医 ⼤学・横
浜国⼤・ 応 及び理研等と プロ

ェクトの共同研究推進体制を

国⽴ 品 品
衛生研究所

㈱ 本 機 開発機構

実験動物
中央研究所

研究機 営・技術・ 融の連
携による企業 合支援

試験等で
各種研究・事業
化活動を

ュラト ー イ
ンスで、各種研究・事
業化活動を

医学 を する⼤学と
連携（事業化プロ ェ
クトは ⼤学や浜

医 ⼤学と連携

機 等開発戦略や 支援等でス シャリスト と連携
ﾝ ﾞ機 と連携してﾍﾞﾝ ｰ企業⽴上 からの支援

開発プロセスで実中研・国衛研・⼤学病院等と連携
④ 営・技術・ 融の連携による企業 合支援で県 支援機 と 定

④

Ｆ の を持つ社⻑を
とした医 機器 で、

医 機器開発・薬事 ⽀援等 ｻｲﾊﾞ ｽ ﾝ
ｽ ｼﾞ ﾊ ﾝ

研究者
で、研究活動⽀
援・ 業化⽀援等

の
・ ⽀援の活

動実

の開発
を活かした ⽀援

KISTECと 本医 機器開発機 の
で 保 定を 1 ）

KISTECと実験動物 研究所の で研究
連携・ 保 定を 1 ）

公 神奈川 業 、
本 公 、

神奈川県信用保証協会と連携

KISTECと 機関で業 ⼒ 定 1 1 ）

神奈川県 でヘルスケア・ニューフロンティア・
フ ンドも組成（201 年３月）

神奈川県・ I T Cを中 にした 業化支援体

23

・ 形成 よ

18 19

20 21

22 23
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ECの プロ ー ー

県・ I T Cと㈱ 本 機 開発機構 O の で業 携。
同社は、本プロ ェクト⽴ 時から 加しているが、 成 ５ に に県・KISTECと業 提携

（ ）を開始。 等の連携協調フ ンドと協 して、⾼い ⽀援機能で ート。
※同社は、Ｆ で医 機器関 の を 本 で 一 めた が代 を め、2012 ⽴以 、医 機器

の開発・実用化に の実 。（ 業 や各 体から医 連携事業を受託等）

企業 動 会社 、公設試、
公 財 法人、等で研究開発
業化までを 広く

業プロデューサー

ま き よしひろ

県科学技術政策30年に
通、 くの国

ｼﾞｪ を⽴ ・推進し、
地域構 成や 者
整を 合的に う

業
プロデューサー
（神奈川県 員）

企業で、研
究開発、 業企 、
営（国 、国 会
社）を広く 験

科学技術
コーディ ータ
（ I T C ）

サイバーダイン㈱のロ
ボットスー Lの実
用化戦略の 当等、
ローバル 機 の
実用化の 験

科学技術
コーディ ータ
（ I T C非 ）

（機 名・ ）
地⽅ ⽴⾏政法人神奈川
県⽴ 業技術 合研究所
（ I T C） 理

24

・ 形成 よ

2

本は「モ の 」で⾼い ・品質 理能 を保 し医 機器の生 が なは が、医
機器分 では 以 の で推移。（ が活きていない）
Ｆ の を持つ 社⻑を とした医 機器 によ 、医 の現場 の 、

「医 機器開発のプロセス 、各国の薬事・規制に 通、 ネスセンスに⻑ける」を にとする。
な研究シーズに対して、 的 、医 機器開発⽀援、薬事 ・ 実⾏を展開し、 本発

の医 イ ーションを に、 して 本を医 機器 業⼤国に 活動を展開。
代表取締役CEO 内田 毅彦
- 福島県立医大卒業 / 循環器内科専門医
- ハーバード大学 公衆衛生/ビジネススクール
- PMDA 短期研修 / 米 FDA医療機器審査官
- 米 ボストン・サイエンティフィック Medical Director

- 薬事戦略、目利きのスペシャリスト

取締役 CBO 石倉 大樹
- 九州大学農学部卒 / スタンフォードMBA留学
- 眼科ベンチャー創業メンバー/M3新規事業開発
- シリコンバレー医療系VCにてmHealth領域投資
- Stanford Medicine X Innovation Sourcing/Biodesign

㈱ 本 機 開発機構（ O

機 や 生細胞 で、 ニーズ
を た 的コーディ ートを展開
研究開発プロ クトの 業化 から

やフ ンドまで 通 の支援
⼤学等の 学公連携機 の支援ニーズに
合 て パート ーシップを構築

産

が

年

2

神奈川イノベーション・エコシステム戦略
本 の 基 研究成果に国際 ⼒を け、
を共に る「ベン ャー企業」の 出・育成

基 研究成果は、組 の研究活動 けでは 業化し い。
また、 本の企業は、「リスク」をとら い 向が高ま ている。
研究成果の本当の と可 性を理解しているのは研究者。
れを組 （⼤学や企業）に理解と共 を めるのは がある。

研究者と の が共 できる「 」が取り組 必要。

世 を 抜く 融合研究プロ クト
（組 や の を り て、 の ）

戦略的 ⼤学発ベン ャーの 出・育成
（知財等も 約し がら 定の 速化・ 化）

成⻑・事業 ⼤

イ ーション ー アクセリード社
(創薬部門を中心の武田発の支援機関）

生細胞
機

的 等

業連携・共 開発
技術支援・ｲﾝ ﾍﾞｰｼｮﾝ
技術 性 等

中的コーディ ート
営・成 支援、 ﾝ ﾞ

社会システム化 等

イ

ー

社

化
ﾞ ﾃﾞｰﾀ（T と連携）

（ 細胞

T CI
(ｉPS研との連携による再生医療開発拠点)

融合 ｼﾞｪ

発がん 進 、
、機 性 品、
細 等

慶 ・ｻｲﾊﾞｰﾀﾞｲﾝ
る け人

⼤ 生 等

シーズを
にした
B 出

業化支援
神奈川県
I T C

㈱ｹｲ ｽ ｰ
I

国から

Bを
神奈川に

国の⼤ の 学公連携 業も活用

実中研、国衛研、理研
慶応 、 横浜市⼤等

融合プロ クトの⽴ ・推進からベン ャー企業の 出・育成

殿町
機法支援（ 本医 機器開発機 等）

フ ンド（アー ース ー の連携フ ンド）

・ ・

殿町・ P・湘南ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊ ｰ の拠点 連携

2

ロボットと 生 を融合した 機 生

点では 法の い の た リューションを、サイバニクスと
生 の融合によ て実 る。サイバーダイン社が開発したロボットスー
Lを用いた機 生を進める。 性 の体 も整備し、機 生を ロ

ボット 機 と P 細胞 来神 細胞 を組み合 た 体 を構築 る。

性期

応細胞

性期 性期

ア

S細胞
神 細胞移植

⻑ を用いた 研究

H を用いた機能 生
実験動物 研究所

28

（ 者に して、 ﾞ ｽｰ Lによる機 生を し、
さら る 者へは、慶 ︓ 生細胞 の ）

人の 機 を「 生」できる の 成果「 ﾞ ｽｰ 」

生 等 品の品質・ 性 プロ クト

い の（細胞 た の、 い （

ン

ビー

イン

の

細胞 細胞

化学

の
生 等 品（ ト細胞 品）の品質・ 性 保 びに
ガイドライン 成に るデータ 出基盤パイプラインの設

• A E を用いた 医療等 の 設 の の分 ー ーの の 業 用
• 医療等 の る ルス等の ン ー ィン Aの のた の A の

国 医 ⽣

再⽣細胞医療の
ー ンス

神奈川県 業
)

支援、 業 の

生 は細胞という「生モノ」を う 点で 業⼒の強化に
い の い （ 細胞 （ い 的に った

（ の細胞 た の する（ い ）ことが

29

24 2

2 2

28 29
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生医 （ コンセプト）の
実現には、 つの が となる。

者の から
を1 本 度 し、 包に存 する

細胞を 以 に さ る。
この細胞を用い、 よ

包を 生 能な移植用 （ 包
基）を⼤量に （ で ）する。

移植用 を の 下
の な に移植する。

研究代表者 ︓福 （ I T C 横浜国⽴⼤学 ）
生 の⼤ 技術の開発

移植

の

細胞の

培養器

移植 の

者
包

包の 生

移植

がん の に な に し 、
の 法 （ 、 な た 、

、 トに た、 にない

のコア （上 細胞と 細胞を に れ て、
組 化 によ て 基5000 を に⼤ ）を基 に、

生 に必要 3 の技術の ⽴と、 ト細胞を用いた
実 の 成で、 基の⼤ ・⼤ 整を実

30

らか に るための
加減の制御機能

理細やかな植 のための
⾼ 度な の制御機能

によ めて
つの機能を 能

ECの 世 ロ ト プロ ト（プロ ト ー ー
浜国 た し 、 細な の

した ロ トの 発 。

に 、 、 、 な が な 。

⼤量の 包 基を
⾼ かつ⾼ 度に移植

の が な
低 性 の実現

の 生から移植までを包 する
国 を持 た新 の創出が 能

の研究 ー
した しい ロ トの 発

31

人が る を「 」できる の 成果「 ｱﾙﾊ ﾃ ｽ」
研究代表者 ︓ 通（ I T C 横浜国⽴⼤学）

初 ー トに、 のイン ン の 、

、 的 済的にイン ン な 的な

機 ー ー イ ロ ー のみ 機

的な 子認 機 し、 した

い O い 、 み の

スペ ク
・ る け500 サイズ
・ ⼤ 連 装用可
・ 校 や 者 育不要
・ ︓３ 月
・ スパイク（ 後高 ）
への 応

る けで の次世代人 の開発
研究代表者 （ I T C 科 科⼤学）

イクロニードル（ ）には、 性のシルクフィブ
ローインを 格とし、コア技術のフ ニルボロン
ルコース応 性 ルが されスキン を形成。

ルコース応 性 ルが の ルコースに応 し
て 化（ ） ることで、必要 のインスリンが、

ー ー から を通じて、 動的に 出（ 制御）

スキン

インスリンリ ーバ

高

イクロニードル

インスリン 出インスリン保

インスリン 動 の 組み

32

展

ート
ノ シン

ント

「 る け 臓」から
「 る け 体 iCONM」の実現

現

川崎市ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）との連携（松元が参画）

ン

体 「いつで ・どこで ・ で 、 理的・ 体的・ 的 な 、
社会的 の⼤きい から解 さ てい ことで、 的に にな てい 社会
（スマートライフ ア社会）を実現すること」

5 の

で 状況 性 を
する の ット ー

技術 と る

ト
・

との
33

34

神奈川イノベーション・エコシステム戦略

成 業 体の 業⼒強化を る公的支援機
（特に ｲ ｻｲ ﾝｽ は、⾏政に人的リ ースが り

いので、⼤学・企業と連携した取組が必要）

1 国際 技術センター機 の構築
研究 ｼﾞｪ で 法を開発し、開発した 法で
企業の 品開発・ 品化を支援（ 効性と 性）

・ の （ 、 等）
（食品評価 細 等）

細胞 セン や 生細胞医 の品質・安全性評価等

2 設備共 用（オープンラボ機 ）

平成 年 ）では、機 開発に て試験法開発・標準化の 合的取組を実 。
機 性 品 平成２ 年 ）では、 連ﾃｰ を融合し未病改善国際 技術センターの運営。

川崎市殿町の I T C 部 ｼﾞｪ を中 に、 機 で連携して ﾝﾀｰ活動を展開
国 とも連携し がら 本から世 へ広がる しい と健 の科学と 業を発

や 及び 国等と
連携しながら県 の
⼤学等との連携構築

ノム解析等による 細
（ 部プロ中 に理研横浜等と

連携して機 構築）

ノム解析等による 細
（ 部プロ中 に理研横浜等と

連携して機 構築）

のの

な
的な （
法 に
ー ン

いた遺伝子発
（ ート に 、機

に が
な に の

（ 定の ー プ

ト 試験ト 試験

らかにな てきた生 学の 新の
（ ェネ ィクスやメタボロー ）を

加 、
動物試験とヒト試験
現 とメカ ズ 代 解析等)

の ⾯を た評価を実現

細胞 の細胞 の

ー ス ２（⼤森研究員
による神奈川発試験法）
食品等の発がん 進の安全確保と

性 衛研・理研・横浜市⼤

横浜市⼤︓
生

ヒト 細胞
を食品評価で活用

の のの の

験
（ EC
部プロ ト

験
（ EC
部プロ ト

未病改善国際 技術センター（センター 部 ）

機

の

機 性 品

細 の 的
技術開発

KISTEC （ ）

病等の未病改善
の解析 ール開発
KISTEC 理研 ⼤

で で
一つの発がん
進試験法の国

化

3

30 31

32 33

34 3
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のが は、 を す イ シ ーション
と ーション の がある。

の は、 ー の が
で いるので、 が は け ない。

年、 が の が、国 に 。

県 大 が、 3 年に 本 は、

の国 が ーション

Bhas42細胞形質転換試験法が何故必要か︖

発がんイニシエーション
段階は不可逆的であり、
また、回避も困難

発がんプロモーション段階は可逆的であり、
がんの未病悪化阻止や未病改善に効果的

ｲﾆｼｴｰｼｮﾝ

（遺伝子の損傷) （損傷した細胞が異常増殖) 腫瘍

ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

3

目標︓○創薬等開発時の動物実験実施数等の低減や創薬シーズの提供
○食品添加物等、化学物質全般の発がん性に対する安全性を確保

※全体コーディネート

⼤森研究員が将来のニーズを⾒抜き
約30年に渡り本試験法を研究開発

【川崎市殿町】
国⽴医薬品食品衛生研究所
※天然添加物や容器包装関連の化学物

質の発がんプロモーション活性評価

KISTEC
※ヒト肝臓での代謝を付加した試験法開発

【横浜市末広】
理化学研究所
※遺伝子発現の網羅的解析

【横浜市福浦】
横浜市⽴⼤学
※タンパク発現の網羅的解析
※形質転換フォーカス細胞のマウス移植

試験（腫瘍形成の確認）

京浜臨海部沿いの公的研究機関

当該試験法のメカニズム解析や検出率向上のための研究を進め、OECDテストガイドラインと
しての認定と、非遺伝毒性発がん物質の検出法として広く活用されることを目指している。

神奈川県が開発した発がんプロモーション試験
「 42 」

201 年1月、 OECDガイダンスドキュメントとして、世界初の

国際認定済みインビトロ発がんプロモーション試験法になった。

神奈川県衛生研究所

神奈川県政策局ヘルスケア・
ニューフロンティア推進本部室

神奈川県の「Bhas42細胞形質転換試験法」を国際標準化へ
代表研究者︓⼤森清美（神奈川県衛生研究所）

3

殿町（公財）実験動物中央研究所の取組

今回の殿町リサコンを契機に、生物
材料品質管理センターの設⽴と運営

ル に ⽣
の ⽣ 学的 、 学的 の
業 、 、 等を

とので ンター

M I

動 展

微生物側、動物側からの試験
受託開始に向けたアプローチ
は概ね順調に推移

微生物側では HCV をはじめ
HIV-1 等５種の微生物検出系
の確⽴が終了

動物側ではマウス評価モデル
の候補となる新規 1 系統の育
成・保存を開始する一方で、
NOGマウスの⻑期飼育試験が
終了

今後はセンター活動を通じて
殿町等の研究活動を強⼒に支援

38

本モデルでは、以下に記載の各企業が連携・協働して、低廉な価格でのラボの貸出しな
ど、利用者の研究フェーズに応じた研究の場を提供し、さらに研究交流の場の提供や各
種セミナー等の側⾯的⽀援活動を通じて、一体的な公的⽀援活動（※）を展開します。
※神奈川県の活動と連携することで、公的な側⾯を持つ活動として展開していきます。

LICにおける公的支援活動を⾏う企業連携体モデル

㈱バイオテック・ラボの
レンタルラボ

ノベルサイエンス㈱の
オープンラボ

ダイダン㈱のオープン
イノベーションラボ

細胞の培養・調整・観察、
核酸系の基礎実験 等 ⾼度な解析・分析等 ⼤量培養等

分析・解析機器等の共同利用を⾏うオー
プンラボ（神奈川県委託事業）の運営及
びセミナー等の実施

細胞の培養や解析での基礎的な実験機会の
提供や商社機能を活かした現場情報の発信

先進的なＣＰＦや気流制御ブースの実
証共同研究およびオープン交流スペー
スの提供

公的支援活動を⾏う企業連携体モデル

39

40

神奈川イノベーション・エコシステム戦略④

地域知的基盤（科学技術公共財）の整備・運営

１ 次世代ICT（慶応殿町キャンパスPeOPLe、
ﾃﾞｰﾀｻｰﾊﾞとﾃﾞｰﾀｻｰﾊﾞを繋ぐ高速ﾍｲｳｪｲ⽅式のﾍﾙｽｹｱﾃﾞｰﾀ）

２ 特徴的コホート
（川崎地域で慶応の超高齢者コホート、県⻄部で神奈川みらい
未病コホート、今後両コホートを融合した取組を湘南で展開予定）

３ 人材育成（県⽴保健福祉⼤学ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科）
平成31年4月に殿町に⼤学院を開校（年15名）
公衆衛生学を基盤にデータサイエンスと起業家等の人材育成
慶応殿町キャンパスと連携したヘルスケア社会実装拠点

百寿者および超高齢者
コホート基盤の形成

社会保障統合
データベースの構築

ン ス ー ル 高齢 ー ）

に る

41

ン ス に ー ン
フォー を

3 3

38 39

40 41
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8

本研究は神奈川県 を対 とした コ ート研
究で る。 本の3⼤ は ・ 臓 ・がん
で るが、生活 はこ らの として⼤き
に し、 本にとどまら 的に 、現代社会の

な とな ている。
生活 は の生活 と体質で る遺伝的
とが に し て発 すると ら ている。
本研究の目的は、 化予 の ⽴のために遺伝
・ の 用を めた 連を らかに るととも

に、神奈川県のヘルスケア・ニューフロンティア政策に
に してい ことで る。
年 から基盤 を開 （学術 会の科研 ）

しており、あ て 年 から イ リット ノムコ
ホート（ ）を開 する で る。

神奈川県みらい未病コホート研究 2 0
神奈川県の 事業 県 活性化プロ ェクト から開始

「 データ」の

・検 受 者を クルート

・ 検体
→ N 解析用検体

・ 検体
・生活 等に関する

質
・がん 、 、

等のデータ
・医 、 認 等のデータ

体的な データ

基 調 （本格 働）

1 度に、 市、
にて試⾏開始し

1

201 2022年 本

市、 、 に加 て、
市、⼤ 、 、開成 、

、 、 に ⼤実施
地域 の 大

・約5 000人が目標

調

ー 度に施⾏
・基本的には ースラ
インと同 に施⾏する

調

- 度を に施⾏
・がん や生存デー
タなどと る

基 調 （試⾏）

1 度は、 市、

、 で５ 。

研究

ノム を活用した 実 研究
未病スコアを活用した 実 研究

細 を用いた生活 病等 実 研究

今回の
（ イ リットコホート研究） 2 0 分

201 2022年 実 試験
・約5 000人のう 300名 に
実 試験を実

学術 会の科研 神奈川県みらい未病コホート研究 1 0

地域 の 大

研究代表者︓神奈川県⽴病院機構がんセンター 成 人
業共 機 ︓神奈川県⽴保健福祉⼤学ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科

42

次世代を る
人材の育成

ヘルスイノベーション
の社会実装拠点

地⽅ 体⾏政の
シンクタンク機

科学的な に基 いて、アントレプレ
ーシップを持 て社会 に を す

ことができる を育成する

的な研究・開発を 関連 業・
ー ス・ と連携し、 た 業を

創出する社会実装拠点となる

学 的・ 学的 に基 調 研究を
県の政策⽴ に活かし、 学 の活動と
社会（⾏ ）の を たす。

ねらい・ 的 の概 な連携神奈川県 大学 ルス ーシ ンス ール
H 1年 月開 2 2

⽣学を に 業 等の

43

神奈川県⽴保健福祉⼤学⼤学院ヘルスイノベーション研究科
及び の一 に

（

スケ ュール 予定
成 装 事

成 開始
成 研究 開

一 成 11 1
成 1 1

※ 一 で を たした場 は は⾏いま ん。 44
に
ン ス等と連携 4

神奈川イノベーション・エコシステム戦略

科学技術の社会実装活動で⾏政が で
連携・ （ の可 化と成果・政策展開）

１ ヘルスケア・ニューフロンティア・フ ンド
（神奈川県が と連携してフ ンドを 設。ベン ャー企業の 業の社会的
を定 的・定性的に可 化 る社会的インパクト の ）

２ 殿町LICを に 生・細胞 のバリュー ーン構築
LIC h e a a a a s 4 531405 e h
I h

３ 国際戦略（ ローカル展開） 連携 展開へ
h e a a a a s 4 5313 e h

分配

出資

対 とな
ルス

医療 介護 保育

農業 食 スポーツ

ヘルスケア

投資
実⾏

Exit収益
（IPO,M&A）

投資先
ﾊﾞﾘｭｰｱｯﾌﾟ

ルス ーフ ン
業

病院や高齢者施設などの実証フィールド
の提供（＊）
神奈川県等による実証フィールドの提供

フ ンドの

シード・アーリーステージのヘルスケアベンチャー
1回あたりの投資額は、数千万円

Exitは、IPO or  M&A

実証フィールドを用いた事業育成⽀援に注⼒

ルス ン ー
の

10 20 を

員
投資先
発掘

（ ）フ ンド運営者の キ タルメディカ・ ンチ ーズは、 キ タルメディカ100 出 子会社
で 、同 ループのアセ トとネ ト ーク（全国22の 施 （ 3 800 ）や の 施 （ 1 000

）等を 営）を、 先企業の ー ス、 品等の実証フィールドとして提供します。また、 の の
施 や 施 、本フ ンド出 者と 連携して、実証フィールドを提供します。

員

神奈川県

的 ン ポー の

ルス ア・ ューフロン ィア・フ ンド

4

的 ン

殿町LICを に 生・細胞 バリュー ーン構築

・ 品

保 ・

細胞評価

細胞培養

細胞加

細胞

プ ー ー
生・細胞医 等

GT I 
遺伝子 研究所
タカラ イオ

TC
ラフ ーマ

VIC
ブライトパス・ イオ

メトセラ 等

試薬・培
アズ ン

タカラ イオ
同 化学研究所
イオ ク・ラボ

薬 業

細胞加

タカラ イオ
VIC
フ ーマ イオ

機器開発・供

⼤ タ ー
イ ンス 本

イ ク・ラボ
コー

創薬応用

C

アズ ン
ダイダン
ル イ ンス

イオ ク・ラボ

細胞培養

細胞評価基 研究
（ 研究 ）

タカラ イオ
フ ーマ イオ

研究・ク ク

医 系⼤学
研究ネ ト ーク

保 ・

・ ・
・

アズ ン
G
シスメ クス
タカラ イオ

一社 本薬理評価機
フ ーマ イオ

理研 ェネシス

検 解析 評価

公的 機
国衛研、理研、 I T C 等実験動物中央研究所

本 の
基 研究成果

機 生
（慶 ・ｻｲﾊﾞｰﾀﾞｲﾝ）

⼤ 生
I T C 横国⼤

が

ルル

平
成
30
年
７
月
末
4
社
（
事
務
局
㈱
ケ
イ
エ
ス
ピ
ー
）

か
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２．２．２ 「ロボット」 とヘルスケア 

「リアルハプティクスが拓く未来医療」 

横浜国立大学 大学院工学研究院 准教授 下野誠通 

リアルハプティクスというのは、人間に備わっている「触る」という感覚をロボッ

トに与えるもので、これにより新しい医療が拓けていくという話をする。

リアルハプティクスという技術は、もともとは慶應義塾大学の私の恩師の先生が基

礎研究を行い発明された技術になる。この技術を医療、リハビリ、介護などにどう展

開していくかについて、神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC）の大型プロジェク

トで取り組んでおり、社会実装に向けた応用開発の研究を進めている。

本日は横浜国立大学の研究者としての話になるが、私は KISTEC のプロジェクトリー

ダーを務めており、慶應義塾大学におけるリアルハプティクス技術を社会につなげて

いくセンターの客員所員も兼ねている。 

社会が成熟するにつれて、今までの価値観がどんどん通用しなくなっている。高度

経済成長時代の「量の拡大」から、今後は「質の充実」に益々重きが置かれるように

なってくる。皆様がお持ちのスマートフォンを見ても、ハードウェアには共通技術が

使われているが、そこにどんな音楽を入れるか、どういったアプリケーションを取り

込むかについては、個人の好みであったり、自分らしさであったりを表現し、これら

をデコレーションすることができるようになっている。すなわち、テクノロジーのパ

ーソナル化が進んでいる。 

ヘルスケアにおいても、これから益々個人に合わせて、技術をどう活用していくか

が求められてくる。例えば、年を取って目が悪くなる、耳が聞こえなくなる、肩が痛

くなる、膝が痛くなる、これらは一人一人異なっているし、体の大きさ体の重さも違

う。どういった体の残存機能があるかについても、人によって異なる。このため、個

人の身体性に合った支援テクノロジー、個人のパーソナリティに重きを置いたテクノ

ロジーの応用が、医療において一層求められるようになってくる。

医学分野でテーラーメイド医療やオーダーメイド医療ということが 10 年以上前か

ら言われているように、科学技術のテーラーメイド化が益々進んでいくだろうと思っ

ている。今後のライフサイエンス、ヘルスケアにおいては、QOL、生活の質をいかに充

実化させるかということに重きを置いて、人の体に寄り添った科学技術、特にロボッ

トの開発が重要なテーマになってくると思われる。

ではロボット技術は、現在どういった状況なのかという話をする。 

ダ･ヴィンチと呼ばれるアメリカの会社が販売する手術ロボットがある。これは 10

年以上前の動画になるが、患者さんに触れたロボットを医師が遠隔操作をすることで、

組織の切開、剥離、焼灼などの動作を行う。こうした形で外科医がコンソールを覗き

国立大学法人横浜国立大学　研究推進機構

YNU研究イノベーション・シンポジウム2018

ヘルスケアのために大学と地域が連携する  27



込みながら遠隔で手術を行うのだが、残 ながら現状の手術ロボットでは、 めて

明な 覚、触った感覚を することはできていない。このため、 れやすい 、

もろい の手術に が い、 人科や前立 などの手術では活 しているものの、

より一層 用性を高めると共に、 な 触覚の 機能を することで様々な高

度手術 の応用 能性を向上させることが されている。 

の動画は、 の患者さんが自 において自分でリハビリテーションする様

を している。この は 身が されており、機能が残っている 手でリハビリ

するロボットを動かすわけだが、 身が して感覚が っているので、これを

やり ばそうとすると、 を痛めたり、 を痛めたりする 能性がある。 

つまり、こうした手術の現 やリハビリの現 において、 を できる、 しく

らかい動きができるロボットが 要になっている。私 人間がものに触るときは、

自 に をしている。こうした のできるロボットが、今後益々求められる

ようになる。 

、今までそれができなかったのか。 

この動画は、リ ア ータと呼ばれる ータがあらか め められた をな っ

た動きをする様 を している。これを 置 と言う。 の 作機 などの産業

用ロボットの 合、こうした な 置 め動作が求められてきたので、 上に

があると、それを してでも所 のタスクを 成しようとする、すなわち所 の

置まで 動することになる。したがって、 が人間であれば、人の体を して

でもタスクを 成することになってしまう。 置 め 技術は、産業上は めて

で重要な技術になるが、人と触れ合うロボットとしては、これだけでは 分であ

ることが いただけると思う。 

それに し、この動画は、ロボットがものを触る を に した様 を して

いる。この 合は、触られる 体に った動作ができるので、 しい らかい動きが

実現できる。これまでの産業技術としての 置 に え、人と触れ合うときの

を することで、人と触れ合うロボットの高機能化が実現される。そして、この

ものに触る感覚は、 することも 能だ。 

画 のロボットは、ス ンジやアル ロックを触っているが、その時の を

遠くに えることができる。つまり、テレビやラジオの 覚 や 覚 と 様

に、触覚 をメディアとして 用することができるようになる。 

人がどのような でものに触っているかはデジタルデータとして できるので、

このデータをロボットに すれば、人の動作を 実に 現させることができる。ま

た、ロボットからロボット と することもできる。 の を えれば、人

の動きを 分の一に したり、 に拡大したり、そうした動きもできるようにな

ってくる。 
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イメージをつかんでいただくために、 体 な例を 介する。

この画 のロボットは 本 を していて、人が 、 の開 動作と前後動を遠

隔操作している。 れやすい テトチップスをそっと しく持つという動作を、今、

遠隔で実行した。そして、この動作のデータを て した。すると、このロボット

は、 で先 どと く 動作を 現できるようになる。動きだけではなく、 テ

トチップスを る も 現される。さらに、人では な動作として、このロボ 

ットは、先 どの動作を  、  、10 の さで 現できるようになる。つまり、

人の動きをロボットで高 化することができる。 

動作を する例としては、マイクロ ンセットを遠隔で動かすようなケースが  

げられる。 

また、KISTEC の 新成 として、イタリアと KISTEC の研究所を ット ークでつ

な 、イタリアにおいてものを触った感覚を日本で感 ること、遠く離れた つの  

所でものに触る を一 させることに成 している。 

 K ST の研究シー 成 業というプロジェクトを進めた後、現在、KISTEC の  

シー 展開プロジェクトという大型プロジェクトのリーダーを務めている。ハード

ウェア技術と を えるロボット のソフトウェア技術をシステ 合して、新し

いメディカル ール、リハビリ支援ロボット、高 者介護ロボット、手術ロボットな

どを作ろうと、システ 化の研究を行っている。新たな を活用し、 との  

コンソーシア を作り、 ンチ ー 業により 業化を していく取り組みを え

ている。 

KISTEC の の の研究所に横浜国立大学と慶應義塾大学の研究者が って、  

、医 で新しいシステ 開発をしようという動きを進めている。 体例として、プ

ロジェクトの研究員を  年間務めてくれた が ーションリ という会社を 立し

た。触覚を えるロボット技術を展開する ンチ ー 業になる。  センチ  センチ 

度の なチップを用いることで、 を える機能を 用できるようになり、ものと

触れ合うロボットが実現される。こうした取り組みを展開している。 

慶應義塾大学にはハプティクス研究センターがあり、ここでは 0 以上の 業との間

で産業化や生産 を 要ター ットとした共 研究が進められている。KISTEC では、

医療 のための の技術開発が進められている。 

いくつかの成 を 介する。 

ま 医療デ イスとして、手術用 を 作している。この手術用 にロボット

の触覚技術を している。 の操作 分と先 の ンセットは機 には離れて

いるが、ICT を 入しデータ通 を行うことで「今、どんなものをつかんでいるか、

どういう うにつかんでいるか」ということをデジタルデータとして できるよう

になる。 

こうして動作の見える化、 の見える化などを行うことで、 触覚の 、装
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が 能になってくる。これ以上 を えると患 が れてしまうような 合に、  

ンセットのトルクにリ ッターをかけておけば、より な として使うこと

ができるようになる。 

この については、 大学医学 の先生と の医療実 を進めており、実

用化に向けた 一 を する状況に っている。 

の技術を応用して、 神経外科で使われている と呼ばれる ンセットを  

に、慶應義塾大学の医学 の先生と共 してロボット ンセットの 作を進めてい

る。 

の手術の 合、 らかい感触の な 、 い感触のがん化した を する

ことが重要になる。医師は、患 の さの違いを 触覚として感 ながら手術をしてい

る。 の手術の しさとして、がん化したところは 100 取り きたい、がん化

が われるところも 取り きたいという一 で、手術後の生活の質を高めるため

に、なる く を残したいということのせめ 合いがある。したがって、もし  触覚

のデータを用いることで、がん化している 所とがん化してない 所のマッ ン 

が 能になれば、 に医療を することができる。 

そのために の患 と の さを する や などの様々な を  

に用い、 な さの違いにより を するための 触覚データの研究を進

めている。これらのデータをもとに、どこががんで、どこが かを する機能を

持った ンセットの開発に取り組んでいる。現在、慶應義塾大学の 神経外科と  

し、 手術に使われるロボット ンセットの  機を 作し、動 実 を行う 

まで っている。 

リハビリ の展開としては、 に 介した の患者さんのようなケースでも、 

を えるロボットを使うと、自分の した 手を、 な 手でロボットを操作す

ることで、 を しながら らかくリハビリできるようになってくる。 

ロボットを活用する大きなメリットは、こうした 療に え、 られたデータによ

り 量 価が 能になる である。こうした のデータを人間の体の 状況の  

タリン に使う研究を、さがみロボット特 と し、神奈川県のリハビリテーシ 

ョン との共 で実 実 を行っている。 

護の 科の先生との では、 と ッド、 とトイレなどの 動作

を支援するロボットを研究している。こうした動作は   体 で行うが、  

が なロボットが人を らかく持ち上げることを覚えれば、ロボットと人の共  

作業による が 能になってくる。 

ここまで、   年 どの研究開発や進 状況を 介してきたが、今後の 向と

して、やはり実用化にどうつなげていくのかが大きな になっている。 

KISTEC としては、横浜国立大学、慶應義塾大学の研究者が まって、 の研
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究プロジェクトを進めている。特に、神奈川には、さがみロボット産業特 と、 浜

ライフイノ ーション特 というのがあり、これらの特 とも をしている。

さらに、 のリサーチコンプレックス 業の新しい国 とも し、 の

展開を るための産学 に取り組んでいる。 

の 、医 の と共に、産学 の産の皆様で、 いただけるようなと

ころを している。開発成 を実用化につなげていくには、やはり 業の が 要と

なってくる。リハビリ介護については、コンソーシア を立ち上げた。KISTEC が

となり、リハビリ、 などの と県 業をつなげる として、 機 な組織

形成を っている。 
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２．２．  「 く 」 とヘルスケア 

「 く 医療ヘルスケア 」 

横浜国立大学 大学院工学研究院 教授  

く 研究   

「 代もの くりによる医療ヘルスケア イノ ーション」について話をする。 

私自身は、もの くりの となる プリンティン の研究をしており、学 の様々

な先生 とコラボレーションしながら、もの くりをライフイノ ーションに展開す

る研究を進めている。医療、介護の充実、 の向上、 の などの「

高 社会の 」に し、 々の技術で し、 できないかという えから、「も

の くりライフイノ ーション研究 」という新たな研究 を立ち上げている。

本 で、 プリンティン 技術、ロボティクス、 I に代表される 技術など

の 先 のもの くり技術を、医療や に応用する研究を行っている。 

本日は、これらの研究の から、いくつかのト ックスを 介する。 

ま 、私の研究 では、 0 年以上に り、 プリンティン の研究に取り組んでお

り、 で も かつ高 な 形技術を 立している。一 、化学の大 先生

らは、エンジ アリン プラスチックの感 化や、 イオマスを用いた新たな高分

の研究を進めている。これらの研究をもとに、私と大 先生がコラボレーション

することで、新たな感 性 を用いた高 な プリンターの実現を目 した共

研究にも取り組んでいる。 

野先生を代表とするロボット の先生 の ループでは、 代アクチ エータ

ーを研究している 本先生や を とする 野先生らが 医療に する

ロボットを開発している。また、ロボットに人間の手技を える学 を とす

る前 先生は、人間のように みな動きをするロボットの学 を行っており、

らとロボットと プリンターを 合する研究も進めている。また、人間に取り け

て、様々な イタル を取るウェアラ ルデ イスが 目されているが、これらを

らかいフレ シ ルデ イスで実現する研究に取り組む 先生も医療応用に取り

組んでいる。さらに、こうしたセンサーを人に取り けて、高 者の を する

ための新たなインターフェイスを開発している 先生も のメン ーに入っている。

また、 先生らは、機 と人間を 合するために を使って義手を みに操る

研究を長年行なっており、こうした 義手を 価、 量、高機能にすることで、

を すことを目 している。特 としては、 に ない のセンサーで の

動作ができる学 機能を した 義手を開発しており、 価かつ高機能で画

な 義手を実現している。神奈川県との により、 生 の を け

た 義手の として実用化も 成している。 
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これらの研究の から、ヘルスケアに して、ウェアラ ルデ イスの を

介する。 先生の ループの研究になるが、人に取り けることができ、 み

し、 げることができる に 型のシリコン で たセンサーを開発している。

ウェアラ ルデ イスの研究は に んなのだが、大きな として、 げたり

ばしたりすると、 が切れてしまうという がある。 先生の ループは、

体の を使うことで、この を した。シリコン の に 体の を

し込んで をしている。 体なので、 ばしたり めたりしても切れることはない。

量で、かつ るセンサーを作れるので、この特 を用いて を るセンサー

を開発している。 

この にも、体 を るセンサーの開発や、 プリンティン 技術と 合すること

で、センサーや ーターを したようなウェアラ ルデ イスも開発している。耳

に装 して高 度に体 を するウェアラ ルセンサーなども開発している。 

医療 の技術シー としては、 先生の ループが、 に活発に研究を展開し

ている。私たちとも共 研究を行っており、 な として、 に を

め込んだ人 を作るための研究などを進めている。 

を作る 合、 みが大きくなると、 の が んでしまうという大きな

が存在するが、 先生の ループは、 の を用いて の に作った上

で、これを き くことで の にも や 分を できる を開発してい

る。 

を 生するための技術も開発している。 々の の を形成している 基

と呼ばれる 組織を にシンプルなシリコン のチ ン ーで自 に発生させ

る を発明しており、 の大量合成に成 している。 

一 先生の研究 は、 ナノ という 性を た に な の合成

を としているが、10 年前からこれらナノ の医療 の応用として、 をか

けて、 の で を発 させることで、がん を させるハイパーサ

ー アの研究を行っている。 

私の研究 では、先 ど 介したように、 プリンティン の研究を行っている。

年、 プリンティン は に発展しており、高分 や だけでなく、セラ ッ

クスも プリンティン できるようになっており、 プリント のサイ もメー

トルサイ から、 々が取り組んでいるマイクロメートルサイ のものまで いも

のが作られている。 型、タービン、 のインプラント、マイクロマシンなどの 様

なものが作られている。 

々が 目している技術は、 形 という技術になる。 形 の特 は、 明

な を てると まる で立体ができるということで、 に高 な 形が 能
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になる。また、この 化性 にセラ ックスとか とか、 様な を 合す

ることで、 々な の立体を作ることができる。現在は、大型の自動 、ジ

エリー、 の デルなどの様々なものに使われており、基本特 が切れた で

に 価な装置も している。 度で高 な デルが作れるような

プリンターも している。 

一 で、 々は プリンティン という言 がまだ に てない時代から

形に取り組んできた。 々の技術を使うと、 の の上にウサ を 形することも

成できてしまう。な こんなことが 能になるかと言うと、 々の は の

外レー ーではなく、 パルスレー ーという特 なレー ーを用いており、

に を てた 分だけ さく めるということができるためだ。 

このため、 で遠隔操作できるマイクロ ンプとか ンセットなどの動く も立

体 形できる。 10 マイクロメートル 度の、 と くらいのマイクロ ン

プを実現しており、 のマイクロ ンプということで、発表 時はいろいろと

目いただいた。 フ イ ーの先 に取り けたマイクロタービンも実現しており、

フ イ ーから た で実 に させることもできる。 の医療に か使えれ

ばいいと思っている。 

こうしてどのようなものでも作れることを 介すると、様々な が い込んでく

る。一つの例として、 なる デルの作成ではあるが、 クルトの皆様から、 研

究所を てた として クロな研究所を作れないかとの をいただいた。 クル

トのシロタ のようなサイ の研究所を作りたいという話だった。そのためには、

と 度、 クロンの研究所を 形する技術が 要になる。これを実 に、作

り上げた。 

一 、大きな を作る 形装置は、 に 形 度が いが、分 度が 100 マイ

クロメートル 度に まる。 さな を 形する装置 ど高 な 形が 能とな

るが、一 に 外 レー ーや レー ーを使っているため がある。 々が

で に した先 どのパルスレー ーを使う は、ドイ の会社が実用化し

ており、今までに で 1 0 くらい販売されている。この技術を使うと、 00 ナノ

メートルくらいの分 度で リメートルサイ の を作ることができる。

しかしながら、これら 存の装置では 成できていない 1 マイクロメートル 度の

分 度を持つ装置が の にまだ いことを けて、こうした を め、さま

まなスケールで 形できる装置を開発することを目 に、01 年から、 の SI

プロジェクトを立ち上げた。この SI プロジェクトでは、KISTEC と横浜国立大学が

し、 形技術と高 価値 を するための研究に取り組んできた。本年度が

年度となっている。 

成 の一 を 介する。例えば、 フ イ ーを使って、1 マイクロメートルから 1

リくらいの い で自在にものを作れる装置を実現した。また、 価で
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型な装置でありながら、1 マイクロメートルくらいの分 度を する装置を実現する

ために、 レー ーを使った高 な 形 の 立にも を入れて研究している。 

技術 を 介すると、使用しているレー ーは、 ルーレイで使われているよう

な レー ーになる。パルスレー ーだとレー ーのみでも 1000 の 用が

かかるが、このレー ーは 0 で手に入る。 に 型で 価なレー ーだが、

々が ってきたノウハウを用いることで、10 マイクロメートル以 の な

を作ることができる。また、パルスレー ーの 合、 に なものはできる

が、大きなものを作るのに に時間がかかってしまう。これに し、 々の は

リスケールのものも に 時間で作れるという特 を持っている。 

これまでにさま まな を 自に開発しており、高 形用の を用いると、

センチ 度の長さの な を 1 時間以 に作ることができる。 リサイ のウ

サ の 形も、 分で 成できる。もっと なものを作るために、 層 ッチと

呼ばれる 層していく間隔を さくして、 リ以 の高 な デルを 10 分 度

で作れる も開発してきた。さらに、セラ ックスを 合した を用いて、

に なセラ ックス も作ることができる。 形後に 分 し、 を焼いて

しまうことで、焼 体として なセラ ックス が られる。 

現在は、こうした装置が 成したので、KISTEC に装置を 置させていただいて、皆

さんにオープンに使っていただく体 を えている。 の において、 に

開 した である という形で、より く の 々に使っていただく体

を している。この装置を としたオープンイノ ーションを進めるために、 々

も「 形もの くり ット ーク」という組織を立ち上げて、 業会員を り、

や技術 を行っている。 

この装置を用いると、 が作れるようになるのか。 で まっている取り組みを

介する。ま 、マイクロレン が作れるようになる。レン のサイ は 100 マイク

ロメートルくらい、つまり の の と くらいの さなレン になる。こうし

たマイクロレン を 組み合わせた高機能レン も実現できる。通 の では

置合わせが の業になるが、 プリンティン で一体 形することで、組み立ての

要がなくなる。 

の では実現 な を プリンターで作るのがトレンドになってお

り、メッシ やラティス などの切 では な が 目されている。

タン の の上に せられる ど 量なメッシ を で作ることなども行

われている。 でありながら、メッシ にして を にすることで、 に い

、しかも に い が実現でき、 そのものの 性に え、 を 与す

ることで、新たな機能を発現することが 能になる。 

や なものに え、 層 を入れて、ナノスケールのものからマイ

クロスケール、 リスケールまで して を作ることで、人の や のような
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を した立体 の作 も行われている。さらに、マルチマテリアルの研究も

行われており、一つの から立体を作るのではなく、 の を組み合わせて、

高機能の を作り す研究も進められている。例えば、高分 と らかい でソ

フトロボットを作ることや、形状 リマーを使うことで作ったあとに形が 形す

るものを作り す プリンティン と言われている研究も行われている。また、

と を 合したメタマテリアルを作り、新たな デ イスを作る みも展

開されている。 

もの くりライフイノ ーション研究 を立ち上げたもう一つの いは、 みと

みの 合になる。それ れの研究 が持っている みを 合することで、 に の

ないものを生み すことが 能になる。 

例えば、 先生のところでは、 シートの研究が進められている。 、

シートは や のような なものに使われることが かった。これに し、

というのは であり、例えば、 には に な が まれる。この

まで 現した シートができれば、より高機能な を できるようになる。そ

こで、 形で作った 型に めっきをし、その上に を して、その後

に剥がして、 シートを作るというような研究も行っている。 

イオ以外にも、ロボットと プリンティン を組み合わせることで、先 ど 野

先生が 明した を感 る ンセットの先 に、 プリンティン で 形状の ン

セットを取り けて、高性能な 持 ールを作るような研究も行っている。形状

化は プリンティン と に 性がよいので、今後は ンセットだけでなく、

デ イス、 体デ イスなどの様々な用 の応用が される。 

これまで 々は、オープンイノ ーションのために 年間、SI プロジェクトに取

り組んできた。もの くり の先生 の みを つけた、新たな 合研究にも取

り組んできた。こうした で、いかにして本 の産学 に取り組むかを っと え

てきた。つまり、時間や が られている で、 の 先 研究と、 の皆さ

んとの 研究を 立するにはどうすればいいかを えてきた。 

一つの えとして行き いたのが、社会人 学生を に け入れることだっ

た。皆さんに大学に ていただき、実 に研究に取り組んでもらう。 々の みと

みを つけた 一の研究に 画してもらう。そして、そこで られた成 をも

とに学 を取 し、 で活 できるエンジ アや研究者になっていただくことを目

している。そのために、コロケーション型の 組みを し、 に社会

人 学生を け入れている。 

後に、 、 大学の の でたまたま ったアフリカのこと

わ を 介したい。これはた んアフリカなので、 の話なのだと思うが「 いで

行きたければ一人で行きなさい。だけど、遠くに行きたければ一 に行きなさい」と
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いうことわ だ。産学 の に立てば、遠くというのは でまだ も実現して

いない新 や技術を開発することになる。つまり、 らしい技術や を より

も く生み すためには、 くの人と一 に取り組むことが重要で、オープンイノ

ーションこそが、そのための も な であるとも言えるのではないだろうか。 
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２．２．  「 」 とヘルスケア 

「 と 学研究が ッ ス」 

横浜国立大学 大学院国 学研究院 准教授 大  

私は、イノ ーションとヘルスケアについて、経 学 な から話をする。 

ヘルスケア分野のイノ ーションとは、そもそも経 学 に えるとどのようなも

のなのか。技術というよりは社会科学の 、つまり組織や などの経 学の

で えたときにどのように えられるのかについて話をしたい。 

に、イノ ーションの基本について 明する。イノ ーションにおいて大 な

ものは かというと、それはやはり人になる。どんな人が求められるかというと、ク

リエイティ な人 が に 要だ。それでは、クリエイティ とはどのような

なのか。それはつまり、人と違うことができる人、人と違った で を えるこ

とができる人、 にはない わったことを えることができる人、これらがクリエイ

ティ な人だと一 には言われる。

しかし、本 にそれだけでクリエイティ と言えるのか。社会学の では、アイ

デアを すだけでなく、そのアイデアが人に められること。人に められる 度が

高い ど、クリエイティ であるという がある。つまり、 わったアイデアを

しただけでは、クリエイティ とは言えない。おかしいとは思われ に、それはいい

アイデアだとみんなが思うようになること。これがクリエイティ の本質だ。

そして、イノ ーションを える上でも、このことが重要な イントになる。つま

り、いろいろな人と わり合いながら、いろいろな人にそのアイデアが められ、た

くさんの が られることで大きなウェー が生 、 の が わっていく。この

プロセス自体がイノ ーションになる。 

様々なアクター、いろいろな人が わり合う で、新しいもの、そこにはサービス

も まれるが、そうしたものが生み され、 して、 の が わっていく。この

一 の がイノ ーションである。このような形で、経 学の ではイノ ーショ

ンを えている。

「 の目」と「 の目」という え がある。「 の目」、要するに技術 な だ

け見ていると、 の技術 を えた成 が生まれると、それをイノ ーションと 

えがちで、そこで動きが まってしまう。しかし、それだけで本 に価値があるの

か。つまり、 を作っただけでは社会は も わらないし、 業も 益を られな

い。新たな医療デ イスを生み しても、それだけで医療行 が 新するわけではな

い。要するに「行 が わること」、これが本質になる。そのために「 の目」、 体 

を する を持つことが に重要になってくる。 
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では、実 に 々がイノ ーションに取り組んだ 合、 が こるのか。 実性

という に することになる。 実だからこそ、目 す価値がある。 実なも

のであれば、 かがやっている。あるいは、みんなが る。 もが ないから取

り組む価値があり、 もが ないから実現すれば大きな価値が られる。これもイ

ノ ーションの本質になる。

この 実性について えてみると、基本 には、 つの 実性があると言われ

ている。一つが、科学技術に する 実性。もう一つが、社会 な 実性だ。社

会 な 実性とは か。ここに社会科学者がイノ ーションを えるエッセンスが

ある。つまり、様々な人が、様々な思 の で、 思 をすることの 実性。ア

イデアを実現したい人もいれば、そのアイデアに の人もいる。 技術を持って

いる人が してくれなければ してしまうかもしれない。いいものが たとし

ても、 け入れ が 思 しなければ使われない。 合 社の動きも てくる。 

ただ、この 合 社というのは、イノ ーションのプラス要 でもある。 合 社

が てくると、 は しくなる。しかし一 で、みんなが すると大きな れが

生まれてくる。そして、 には の が わっていく。 

さらには、 サイドの 向なども を す。こうして、いろいろな人の思

や け きの でイノ ーションが進展していくことになる。 

したがって、 して技術だけの ではなく、社会科学 な 見が めて重要な

を たす。 のところ、イノ ーションにはどのような が 要かというと、

「 の目」と「 の目」の 。 さな 、大きな のい れも重要になる。 

そして、さらに大きな として、もの とを現在はこうで はこうだという形

でスタティックに えるだけでなく、ダイナ ックな時間 で える思 が大切にな

ってくる。つまり、 ストリーを えること。イノ ーションがどうやって きたの

か、そのメカ は なのか、これらを することが求められる。 

ここからはヘルスケアに を て、イノ ーションについて えてみる。 

ヘルスケアのイノ ーションでは が になるのか。医療やヘルスケアの 合、

要 すると、 を えて を め、これらを一つにまとめていくプロセスが を

っている。つまり、特 のサプライ ーとの間でものを生み すような の で

はなく、いわ る横のつながり、 な の でいろいろな人と つきながら、

ものを生み していく。これがヘルスケアにおけるイノ ーションの特 になってい

る。 

では、こうして を えて つく組織、あるいは をどのようにマ ジメン

トしていくのか、例えば、医療機 メーカーの 者、 学 研究者、医学 研究者

が して新しいものを作り すケース、異分野横 のプロジェクトをマ ジメント

するケースなどをイメージしながら、どうすればいいかを えてみる。 
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マ ジメントとは、特 の目 や目 に向かい、いろいろな人を動員し、一つにま

とめ、 要な をし、これらを 成していく、これがエッセンスだ。したがって、

異分野横 のケースではマ ジメントが に しくなる。 なら、目 や目 が 

義 であり、いろいろな人がいろいろな思 を持って まってくるためだ。 

医療機 開発を例に取ると、医師は医療現 での を目 している。 学  

研究者は、 れた や特 を生み すことが ッションになる。一 、 業の人は 

業成 を求める。それ れ目 す 向が異なり、そのままでは いに話が通 ない。

目 に向かい、うまく 思 通が ない。こうした ップを めないと  

は 成されないし、そのために 度なパ ーを行使するとメン ーのやる がそがれ

てしまう。そうしたことが に きる。 

このような機能 に らないためには、どうすればいいか。一つは、 前の  

としてのチー ビルド。要するに、いい人でチー を作ること。 な人はチー に入れ

ない。 たり に人を入れるのも くない。どういう人が 切で、どういう人が 

要かをしっかり した上で、チー を作りあげる。これが重要だ。 

もう一つが、 後の としてのチー のマ ジメント。いいチー を作ることが

大前 だが、作ったチー が動かなければ、新たなものは生まれないし、イノ ーシ 

ョンは こらない。 

に、チー に を入れるか。これについては 明に時間がかかるので てを  

ることはできないが、 分野の人を 入れること、 の 様性を することが 

めて重要だ。 様性を しないと、 が特 の人に った形で されてしま

う。医療現 の本 の を るには、医師の 見だけでは 分ということだ。 

もう一つが、 を する人。例えば、 業で いたことがあり、大学での研究

も経 しているような人 。そのままでは 思 通がうまくいかないケースの 介 。 

と をうまくリンクすることができる、どちらのこともよく分かっている人  

が に大切になってくる。 

に い人を入れることも重要だ。 に いと、 なコ ケーショ

ンが れる。つまり、 や わりにくい を わすことができるので、これま

でにないものが生まれてくる。 

もう一つが、トラン クティ メ リー。 メン ーには入れられなくても、  

が を っているかについて を やすこと。あの先生はこれに しい、この先生

はこれに しい、こうしたことが分かれば、 要な時にアド イスをもらえる。トラ

ン クティ メ リーを充実させることが大切で、こうした能 に長けた人を き入

れることも イントになる。 

では、どうやって人を し すのか。 ット ーク が となる。つまり、組

織としてのまとまりが高まるにつれ、組織の で 通する は られてくる。した

がって、いろいろな を取り込むには、組織としての つきは い がいい。組
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織の つきは いが、外の 様なコ ティとのつながりを持っている、そうし

た ット ークを作ることが だ。 

要するに、外との つきが一つでもあると、その つきがハ になって、 ッ

ト ークは拡がっていく。いい人を し すには、いろんなところに を す。そう

することで つきを やしていく。こうした取組が に重要になってくる。 

それでは、チー ができたら、どのようにマ ジメントしていくのか。ま 、チー

として目 す大きな を すことが重要だ。 を共にすることがチー マ ジメン

トに 要となることは、 にも実 にも経 学研究で明らかになっている。実

には、いろいろな人が個 目 を 求しようとするので、これらの目 を する

ような大きな 、大きな目 を げることが求められる。これを すことが、リーダ

ーの になる。 

そのためのリーダーシップとして、発言しやすい を作ることも大切になる。サイ

コロジカルセーフティ（ ）を つこと、 しないで発言できる状 を

つことが重要だ。 

先 ど、人を し す として、 ット ーク に触れた。このことを の

で えてみる。 に いことは、 い つきを り すにはもちろん

だ。ただし、イノ ーションを こすには い つきだけでは 分で、これらを

い つき と えていかなければならない。 い つきで 通する は も

が入手 能で、 の人にも わりやすい。 レイクスルーにつながる は、 の人

には わりにくい になるからだ。 

後に、私 が活動の基 としている学 である、 による社会価値実

現プロセス研究 を 介する。 

この の特 は、経 学や 学などの社会科学の研究者と自 科学の研究者が

一 になって活動していることだ。 による の を目 し、社会科学 と

自 科学 の研究者が、本 にいいチー を作って活動している。 

ヘルスケアのイノ ーションにおいても、こうした を することが に重要

になる。ヘルスケアのイノ ーションは、異分野のコラボレーションであり、行 の

をもたらすものだ。だから、そこにはいろいろな がある。技術 だけではな

く、社会 な が立ちはだかっている。これらの をどうやって り えるのか。

技術 に え、社会 からの や が の大きな を る。 

社会科学 と自 科学 が一 になって、イノ ーションの を り えていく。

私 、横浜国立大学は、そのための を できると えている。 
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として、本シン ジウ で 介した つの 研究 の活動 要を、以

にまとめて す。 

 

 

ロボティクス メカトロ クス研究  

 

 

もの くりライフイノ ーション研究  

 

 

による社会価値実現プロセス研究  
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研究

 学研究   

　メカトロニクス技術やロボット技術は、行為支援と労働力の提供、本邦国際的競争力の
向上、危険環境下での作業代行などの観点から、極めて期待されている技術分野です。と
ころでこれは、非常に幅広い工学分野にわたる横断的な技術です。機械工学、電気工学な
どの個々の技術の発展だけではなく、それらが高度に連携して、全体として発展・深化し
てゆくことが不可欠となっています。
　本学には、機械工学、電気工学など異なった技術分野のメカトロニクス・ロボット技術
研究者が数多く在籍しています。すでに個々人で国際的に高いレベルで研究教育活動を
行っているところですが、本研究拠点活動により、研究者間や産業界等との連携をより一層強化し、この分
野での本学の国際的競争力の向上と、最先端技術の産業界への普及による社会貢献をめざしています。
　本拠点の活動は、下記の通り、基盤となる要素技術研究から、システムとしての応用研究まで、この分野
に関連する幅広い内容を対象としています。
　①モーションコントロール（システムの運動制御技術）
　②モーションプランニング（システムの運動計画技術）
　③アクチュエータ（電気-機械エネルギー変換技術、アクチュエーション技術）
　④パワーエレクトロニクス（電気エネルギーの変換技術）
　⑤センサ（センシング技術、信号処理技術）
　⑥システムインテグレーション（例えば工作機械、
産業用マニピュレータ、手術支援ロボット、二
足歩行ロボット、インテリジェント車椅子、電
気自動車、電気鉄道、マン・マシンインターフェ
イスなど、システムとしての統合・応用技術）

　また本拠点の活動として、研究活動に加えてその
成果の教育への還元も行っています。理工学部の各
系学科や工学府の各コースでの教育を対象にするだ
けでなく、「ロボティクスメカトロニクス副専攻プロ
グラム」での教育にも本研究成果を反映させていま
す。これにより、本分野における学際的な視野を有
する次世代の人材育成にも努めています。
　URLhttp://www.fujilab.dnj.ynu.ac.jp/RCRM/
index.html

氏名  所属部局・部門分野・職名 現在の専門 役割分担・最近のトピックス

藤本 康孝 工学研究院・知的構造の創生部門・教授 電気機器学 統括・アクチュエーション研究

河村 篤男 工学研究院・知的構造の創生部門・教授 電気工学 パワーエレクトロニクス研究

濱上 知樹 工学研究院・知的構造の創生部門・教授 情報工学 自律分散システム研究

前田 雄介 工学研究院・システムの創生部門・准教授 ロボット工学 ロボットマニピュレーション研究

渕脇 大海 工学研究院・システムの創生部門・准教授 精密工学 マイクロロボット研究

下野 誠通 工学研究院・知的構造の創生部門・准教授 制御工学 モーションコントロール研究

加藤 　龍 工学研究院・システムの創生部門・准教授 知能機械学 サイバーロボティクス研究

杉内 　肇 工学研究院・システムの創生部門・講師 ロボット工学 ロボットハンド研究

ロボティクス・メカトロニクス研究拠点 
(Robotics and Mechatronics Research Center: RMRC) 

①モーションコントロール 

③アクチュエータ ④パワーエレクトロニクス 

⑤センサ 

⑥システムインテグレーション 

工学研究院・知的構造の創生部門 
（数物・電子情報系学科） 

・藤本康孝（教授） 
・河村篤男（教授） 
・濱上知樹（教授） 

  ・下野誠通（准教授） 

工学研究院・システムの創生部門 
（機械工学・材料系学科） 

・前田雄介（准教授） 
・渕脇大海（准教授） 

                   ・加藤 龍（准教授） 
                   ・杉内 肇（講師） 

②モーションプランニング 
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横浜国立大学・ものづくりライフイノベーション研究拠点
ー社会人博士学生による分野横断コロケーション型産学連携の実践ー

横浜国立大学・ものづくりライフイノベーション研究拠点
ー社会人博士学生による分野横断コロケーション型産学連携の実践ー

研究拠点代表者：横浜国立大学 大学院工学研究院 システムの創生部門 教授 丸尾昭二

連絡先：ものづくりライフイノベーション研究拠点 事務局

（HP） http://monozukuri-life-innovation.ynu.ac.jp    （E-mail） monozukuri-life-innovation@ynu.ac.jp

次世代ものづくり（3Dプリンティング、ウエアラブルデバイス、先端材料）、医療・福祉介護ロボット、再生医療・ナノ医療

研究概要

研究者からのメッセージ

研究目的
現在、超高齢化社会を迎え、医療・介護の充実、健康寿命の向上、労働力の確保などの課題解決が急務と
なっている。本研究では、本学が有する３Dプリンター技術やロボメカ技術、新材料を活用して、未来の再生
医療・ナノ医療、医療・福祉ロボット技術などを実現し、快適で安心・安全な暮らしを実現することを目指す。

氏 名 現在の専門 ＊グループリーダー

①革新的ものづくりグループ

＊丸尾 昭二 教授 ３Dプリンティング、MEMS
内閣府SIPプロジェクト（H26‐30年度）推進中 Fablab＠KISTECに造形装置を設置
大山 俊幸 教授 高分子化学、高分子・繊維材料、デバイス関連化学
前田 雄介 准教授 知能ロボティクス
太田 裕貴 准教授 有機無機ハイブリッドシステム、ウエアラブルセンサー
H30年度 JSTさきがけ 採択
古川 太一 助教 3Dプリンティング、ナノ微粒子、バイオイメージング
H30年度 JSTさきがけ 採択

②先進医療・健康グループ
＊福田 淳二 教授 再生医療、電気化学

H30年度KISTEC・神奈川発『ヘルスケア・ニューフロンティア』先導プロジェクト採択
竹村 泰司 教授 ナノ材料化学、電子・電気材料工学、マグネティックス
一柳 優子 准教授 ナノ構造化学、低温磁性
H29−30年度 JST未来社会創造事業「ナノセラノティクス」推進中

③人間支援・福祉グループ
＊下野 誠通 准教授 ロボット工学、制御工学

H28‐32年度KSITEC有望シーズ展開事業「医療・福祉介護次世代ロボット」推進中
濱上 知樹 教授 計算機科学、知能情報学・制御・システム工学
藤本 康孝 教授 制御・システム工学、ロボット工学、電気機器工学
加藤 龍 准教授 リハビリテーション科学、福祉工学
島 圭介 准教授 リハビリテーション科学・福祉工学

機械・電気電子・物理・材料・バイオなど多彩な研究者

横浜国立大学の理工系が有する次世代ものづくり技術の強みを融合して、未来の医療・福祉に役立てる
最先端融合研究と産学連携活動に積極的に取り組んでいます。地域企業の研究者・技術者の方を、社会
人博士として積極的に受け入れて、複数教員による研究指導も実施しています。大学の最先端設備・技術
と英知を活かして、オープン・イノベーションや新規事業開拓を担う先端研究を推進し、若手研究者・技術
者の方が博士号を取得することを応援いたします。お気軽にご相談ください。

 

交流磁場  

5 m

力覚付きリハビリ機器

超微細3Dプリンティング 医療・福祉ロボティクス 再生医療（人工肝臓・毛髪再生） ナノ医療・がん治療

丸尾研究室 下野研究室 福田研究室 一柳研究室

磁気ナノ微粒子

ウェアラブルセンサー

太田研究室

フレキシブル
＆ストレッチャブル

各種センサーを実装可能

力覚付き手術ロボット
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連携 研究
 学研究   

　本拠点の研究目的は、「社会科学研究者と自然科学研究者が協力して、社会価値を実現す
るイノベーションのダイナミズムを研究すること」です。
　大学・企業の研究所・公的研究機関、及びそれらの連携によって、多くの優れた先端的
な技術が生まれています。しかし、優れた技術であることは、社会に広く普及・浸透する
ことの十分条件ではありません。社会的に普及するためには、潜在的ユーザーへの売り込
み、顕在化したユーザーとの関係性構築、技術のフォローアップ（アフターサービス）体制、
特許の管理、国内外標準化への取り組みといった、技術の研究開発そのもの以外のマネジ
メントが必要になります。
　本研究拠点では、以上のような視角に立脚し、経営学を中心とする社会科学者と、実際に技術を開発して
いる自然科学研究者が一体となって、大学で研究開発されている技術の社会への普及ダイナミズムを明らか
にしていきます。
　具体的には、「自己治癒材料イノベーションが未来社会に与える影響の分析」（工学研究院×国際社会科学
研究院）、「壁面緑化の利用者選好評価」（都市イノベーション研究院×国際社会科学研究院）等の共同研究
活動が始まっています。その成果の一部については、国内外の会議や学会で発表も行いました。
　また、「研究と教育は一体である」
という考え方に立ち、文理で連携した
学生への教育活動にも力を入れてい
ます。例えば、「ロボットアームでミ
クロな絵を描く3Dプリンターの展示
（MakerFaireTokyo）」（工学府×経営
学部）、「先端医療技術を用いたビジネ
スプランの考案」（工学府×経営学部）
等があります。文理の境界を越えた学
生と研究者同士の交流から、相互の領
域に関する深い学びと知識の創造に取
り組んでいます。

氏  名 所属部局・部門分野・職名 現在の専門・学位 役割分担等
真鍋 誠司 国際社会科学研究院・国際社会科学部門・教授 技術経営論・博士（経営学） 研究統括，オープン・イノベーション論の活用，アクション・リサーチの推進

鶴見 裕之 国際社会科学研究院・国際社会科学部門・准教授 マーケティング論・博士（社会学） 技術価値測定とビッグ・データ分析，マーケティング手法の応用

大沼 雅也 国際社会科学研究院・国際社会科学部門・准教授 イノベーション論・博士（商学） 技術普及論の応用，イノベーションのメカニズム解釈

ヘラー・ダニエル 国際社会科学研究院・国際社会科学部門・教授 ものづくり経営論・博士（経済学） 国際的共同研究/連携の推進，ものづくり価値の解釈

安本 雅典 環境情報研究院・社会環境と情報部門・教授 製品開発管理・修士（社会学） 国際標準化活動の推進，研究者のネットワーク分析

中尾　 航 工学研究院・システムの創生部門・教授 材料工学・博士（工学） 自己治癒材料研究に関するデータの提供/分析/解釈と知見の活用

丸尾 昭二 工学研究院・システムの創生部門・教授 3Ｄプリンティング・博士（工学） マイクロ光造形法に関するデータの提供/分析/解釈と知見の活用

福田 淳二 工学研究院・機能の創生部門・教授 生物工学・博士（工学） 毛髪再生医療技術に関するデータの提供/分析/解釈と知見の活用

吉岡 克成 環境情報研究院・社会環境と情報部門・准教授 情報システムセキュリティ・博士（工学） 情報セキュリティ技術に関するデータの提供/分析/解釈と知見の活用

尾崎 伸吾 工学研究院・システムの創生部門・准教授 材料力学・博士（工学） 固体の変形・接触・摩擦現象の実践的モデリングに関するデータの提供/解釈と知見の活用

鷹尾 祥典 工学研究院・システムの創生部門・准教授 航空宇宙工学・博士（工学） 宇宙開発におけるスラスタ技術に関するデータの提供/解釈と知見の活用

島　 圭介 工学研究院・知的構造の創生部門・准教授 生体医工学・博士（工学） 知能ロボット技術に関するデータの提供/解釈と知見の活用

齊藤 孝祐 研究推進機構・特任教員（准教授） 安全保障論・博士（国際政治経済学） 技術価値データの収集/分析，社会と科学技術の関係性解釈

矢吹 命大 研究推進機構・特任教員（准教授） 科学技術政策論・修士（国際政治経済学） 技術価値データの収集/分析，科学技術政策の影響分析
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